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|長崎鉄工の最新型ﾉーﾘﾂ集材機
・能率倍増のために。 ’

逆4段複胴エンドレスドラム付
直捲能力2500kg

捲込容量12粍600米

使用馬力201P～301P
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正逆4段複胴エンドレスドラム付

直捲能力1200kg

捲込容量前後胴共

9粍570米

使用馬力101f'～13IP

正逆4段単胴エンドレスドラム付

直捲能力1200kg

捲込容量 粍
淨
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，
量
力

570米

抗式
會溌 長崎鐵工駅

織知市來雲町23TEL②1Su･436g1|j外専用70
名古屋市中村区京田町3の16TEL"4812
宮崎市神宮東町473TEL6212
束京都中央区八丁堀4の6TEL(551)3715
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名古屋出張所
宮崎営業所
東京出喪所
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◎安全タワー(K60型人工支柱）
◎鋼索捲取機(K57n)
◎鋼索捲取用安全ボビン
◎鈴木式自動鑿留器(共栄鉄工
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フランス・トラクテノレ社日本総代理店

カヅヤマキカイ株式会社臺臺
東京支店東京者E港区芝松本町44趣騒(451)4026･5410
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0

造林地栫作業は私にお手伝いさせて下さい洩

＞

島林の
雪 声

■全国森林組合連合会推奨

実用新案登録

第478703号

国産機のトップ

を行く軽量で

，

1

１

誼

る

＜

0

毒

似

150

395

0爵地

．Fー



第う回林業技術賞受賞業績発表
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本会では毎年，林業に関する器具，機械，設備などの発明，研究，調査，著作

現地業績などによって麻業技術の振興に尽し,特に功績のあった方麺に林業技術

賞を贈呈して表彰しておりますが，昭和36年第7回の林業技術賞は，昨年6月に

行なわれた本会40周年記念式典の席上で，青木義雄，黒川忠雄の両氏に贈られま

した。
□巴

多数の候補者の中から選ばれた両氏の業績は，林業界では，すでにあまねく知

られていることとは思いますが，着想の動機，途上における苦心のさまなど，直

接当事者にご説明をいただくのも非常に意義あることと思い，ご寄稿をいただき

丹

圏無

以下に掲載いたします。

業績

黒川忠雄「タンジェントメーター」の考察

樹高測定は，胸高直径の測定に比して非常に多くの時

間経費を要し，簡便に測定できる機械が以前から望まれ

ていた。タンジェントメーターは麻生式などに比べ精度

は若干落ちるが,測定の簡便さにおいて勝り,個体変動の

大きい樹高測定は少しぐらいの精度を犠牲にしても多く

の本数を調査した方がすぐれていると考えられる。本器

はすでに,営林局署において使用され成績を上げている。

受賞

青木義雄外国産早成棚種の導入について

福岡県林業試験場長に就任以来，試験研究施設の盤備

拡充に意を用い,着灯実現に移した｡そのうち主なものは

外国産早成樹の導入に着目してアカシヤ類セコイヤ,ユ

ーカリなどについて試験を進め，アカシヤ類については

一応の成果を得て大きく普及される段階に至っている。

そしてすでに経済林として利用される見通しもできたの

は氏の努力に負うところがもっとも大きいのである。

二E

ｈ
凸
一

A

昭和24年3月東京大学農学部林学科卒業後，林業経済

研究所に勤務し，昭和25年1月東京営林局に転じ，以後
林野庁，名古屋営林局，札幌営林局大夕張営林署長を経
て，現在科学技術庁，資源局勤務。

昭和8年3月京都大学艇学部林学科卒業後，兵庫県庁

林務諜勤務，栃木県庁林務課勤務を経て昭和19年9月福

岡県庁山林課に転じ、昭和23年12月福岡県林業試験場長

と癒り現在に至る。

］
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外国産早生樹種（アカシヤ

モリシマ）の導入について

1－，0000，ⅧWU 叩】叩|Ⅱ加川『IlOMOⅡ｜Uロ

青 木義雄

今般，はからずも，私共の試みております，外国樹種

導入の仕事につきまして，林業技術賞をいただきました

ことは，日頃，絶大なご理解をいただいております上司

の方々や，種々，ご指導を賜わった藷先生のおかげによ

るものでありまして，厚くお礼を申しあげますとともに

このたびご推挙にあずかりました方々に，深く感謝を申

しあげます。なお，この仕事は，開始以来，福林試職員

故中島莞爾，中島康博，川島為一郎，斎城巧の各技師，

およびその他の諸氏の熱心な協力によって，進められて

来たものですので,ここに付記して感謝の意を表します。

1．動機

北九州地方には，概して起伏量が小さく，乾燥がちで

地味もよくない林地が多く見うけられる。これらの林地

は，十分利用せられず，価値の低い雑木林や，笹生地と

なっていることが多く，このようなせき悪林の面積が福

岡県だけで,32,200haにのぼる。また，このような地

帯は，里山地帯と呼ばれ，都市から近く，はなはだ便利
●

な地域を占めている場合が多いのでこれらの土地を活用

することができれば，相当の利益がもたらされるはずで

ある。一般に，早生樹は，暖かい地方原産のものが多い

が，さいわい，九州は気温にめぐまれていて，暖遡生の

外国櫛種の活用が期待される。そこで，外国産早生櫛種

の導入，ことに，土地に対する要求の少ない，アカシア

類の導入についての試みが必要と考えらた。アカシア類

のうち，造林赫種として期待されるものは，現在のとこ

ろ，モリシマ，デアルバータ，メラノキシロンなどの種

類で，それぞれ特長を持っている。当時は，モリシマ以

外は，多量の種子の入手が困難であった関係もあり，主

としてモリシマの導入試験を進めてきた。この木は(1)成

長が早いこと。②比較的やせ地にも生育すること。(3)肥

料木としての効果が考えられること。(鋤タンニン資材と

して樹皮力荊用せられるほか，幹材はパルプ用,､坑木な

どに利用されること。などの有利な特長を持っているの

で，適地を得で成休が可能となれば，県北部の乾繰地帯

を緑化し得，また，経済林として活用され，プラスとな

ることが大きいと考えた。

2．経過

（1）さいわい，福林試，黒木試験林中に3カ所，合計

面積1,304m2のモリシマの林分があったのでb(この種

子は、アフリカ産のものを，台湾総督府林業試験場から

分譲をうけたもの）これらの林分について，成長量およ

び蓄積の調査をした結果，本邦産樹種に比べて，樹齢の

割り合いからすれば，非常にすぐれていることがわかつ‘

た。また，樹皮のタンニン含有率について，種々の角度

から分析検討した結果，外国産のものに比して劣らず，

本邦産樹皮も十分利用されることがわかった。つまり,’

今後の造林について期待がもたれた。

（2）当時の文献によると，アカシア類は移植が至って

困難で，造林はすべて直播によるものとされていた。し

かし，山地に直播を行なった錫合，峯筋，尾筋など，中

腹以上の，雑草の伸びのよくない区域では，成功しやす

いが，地味のよいところでは雑草の繁茂がひどく，発芽

した稚樹が日陰になりがちのため，よほど管理に気をつ

けないと，よい結果が得られなかった。その上，直播心

ための種子が十分入手されなかったので，苗木による造

林の必要が痛感された。最初，少数の苗木が作られまし

たが，苗畑での成長は驚くほど早く，大きくなりすぎ

て，山出しに適せず，手頃の大きさで活着のよいものを

作る必要が生じた。そこで当場，故中島技師？川島技師

らによって，養苗についての各種試験が始められ，後述

のような養苗法によって，昭和25年度から，事業的に山

出し苗を作り始めた。

（3）福岡県内で，最初にややまとまづた数塗の造林が

試験を加味して行なわれたのは，昭和25年度（昭和26年

3月）である。当時は，このような木が何に利用せられ

るか，一般に明らかでなかったので，造林試験の予算も

容易に認められず，昭和25年の追加予算，しかも復活要

求でようやく3町歩に対するせき悪林野造林試験饗が認

められた。試験地は久留米市上津町一帯の広大な旧陸鍛

演習地内に設けられた。この地滞は赤色土の地味の非常

に悪し､ところで，大部分は禿山であるが，局部的に生育

の悪いマツやササが生えてし､る状態のところである。試

験植栽の要領および主なる目的は，モリシマ，ヤシャプ

シ，ヤマハンノキ，ニセアカシア，イタチハギなど，肥

料木といわれる樹種を列状に混植して，せき悪地での成

長の比較をすることと，モリシマの苗木を事業的に，多

数造林した場合に，よし､活着成績が得られるかどうかを

知ることであった。この際用し､た苗木は，成長抑制を行

なったもので，根元径1cm前後で,地上幹部約20cmに

剪定したものである。この結果，モリシマの活蒲率は80

影程度であり，その成長もよく，他の樹種に比較して格

段の差異が認められた。これにより，苗木による造林の，

見通しがついたので，次年度から事業的に養苗本数が峨

加された。

（4）昭和26年度には，民間の希望者に苗木を分譲し,、

－2－
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青木：外国産早生樹種（アカシヤモリシマ）の導入につし､て
I

試験的に小面積の造林が行なわれた。この年は最初のこ

とであり，苗木の取り扱い方，植えつけ方，その他造林

方法について，万全の注意を払うよう，県，地方事務

所，その他の指導者と協力し，誤りのなし､よう努めた。

その結果，活着成績は概してよく，平均して80％程度の

織果が得らた。

（5）昭和27年度には、さらに稚苗本数を増加したが，

この年は前年の好結果に安心したためか、指導の徹底を

欠いたうらみがあって，非常に多くの枯損を出した。な

かには，活着率が20～30%というものもあり造林者か

らの苦情が，つぎつぎと持ち込まれた。その結果，モリ

シマの造林は不評となり，以後4～5年間は造林者がめ

だって減少した。この原因は、その後の調査によって，

ほぼ判明したが．結局憾霧苗上の失敗と，造林者側の不

注意と．両方しこ帰せられるものとし､えるようである。養

苗上の失敗は，冬期，苗畑での寒さに対する保護が十分

でなかったことが，主な原因であったようである。造林

者側の不注意につし､ては；当時，造林者にアンケートを

もとめた浩浸を欠にあげたので，これによってご了解を
いただけると思う。

（7）昭和29年度から．熊本県天草地方にモリシマの造

林が事業的規模で，開始されたが，当時の天草事務所に

は非常に熱心な，すぐれた技術者である，林務課長鳥飼

雄吉氏がおられて．造林者に徹底して指導をされたた

め，活着率ば90影を上回わる，りっぱな成績をあげた。

その当時の苗木は年々50,000本以上を福林試から送った

が（当時の記録によると，昭和29年度50,200本，昭和

30年度94,800本等々 ）輸送は海を渡る必要があって．

かなりの日数（正味4～5日）を要したにもかかわら

ず，このようなよい成績があがったのは，やりようし､か

んが，大きく影響することを証明するものといえよう。

以後，天草地方では，最初の成績がきわめて良好であっ

たため，造林面積は急速に拡大され，現在ではその面積

は400haをこえるということである。福岡県では初期の

失敗により，一時造林が停滞したこととあわせて考える

と，新しい樹種の導入は初期の指導のいかん，造林成讃

のし､かんが，重大な影響を及ぼすことが痛切に感じられ

る。

（8）昭和31年度には，較雪の多い日があった。そのた

め，県下粕屋郡志免町の両職約03ha.4年生のモリシ

マ林分で、溌雪のため立木が弓のように鱈曲し、ひどし、

外観を呈したことがあった。当時は，どうしたものかと

心配されたが．さいわし､、この林分は、2～3年後にほ

とんど回復,して、7年めに伐採収穫された。弓のように

曲った幹ばもとのようになったが，幹の中途から発生し

た萌芽が．急速に伸長肥大して主幹となり，枇形が回復

する場合がよくみられる。これもこの木の変わった性質

といえよう。

（9）さて，福岡県においても，その後養苗方法や造林

方法についての研究が進み．昭和32年度頃から局地的で

はあったが．篤林家による．まとまった面穂の造林が始

まった。これは．県下鞍手郡鞍手町の笹川良一氏所有山

林に，田中喜内氏が造林されたのに始まる。笹川氏およ

び田中氏は，モリシマの造林について，非常に熱心な民

間研究家であり、1団地約52haの林地に毎年IOha内

外の造林を行ない、その活着率ば90％以上に及ぶものが

多く，良好な成縦が得られてし､る。初期に造林されたも

のは，現在4～5年を経過し，目下間伐が行なわれつつ

ある。田中氏の造林成績かよかったため，付近にはつぎ

つぎと大面横の造林地が造成されつつある。現在のとこ

ろ，県下第一の梁間造林地であるとともに，本邦でもこ

れだけ大面職にまとまったものは．見られなし、であら

う。新らしし､樹種の灘入に当たり現地適用試験が重要な

よりどころとなるが，なんといっても民間の多数の篤林

家の協力をうることが，いちばん番大切なことと痛感せ
られる。

口
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第1表

アカシアモリシマ樹員原因調査（抄）

噸付総本数186.720本内調査対象本数84,260本）
1苗木発送から植えつけまでの日数。
最長23日。平均6.6日。

2．苗木到着から植えつけまでの日魏
最長15日。平均4．9日。

3．植えつけの際苗木袋を使用したか。
使用せず72影

使用した28影

4植えつけ経験の有無

経験あり96.8％

経験なし3.2影

5．1人1日植えつけ本数。最大300本，最小80本。

（6）昭和29年秋期に，久留米市上津町のモリシマ林分

の一部にミノムシが大発生したことがある。はなはだ

しし､ものは、林木のほとんど全葉を食害された区域もあ

った。当時はこれがまんえんして，全林が枯死するので

はないかと心配された。これはそのまま放瞳されたが，

不思議なことに，1～2年後に，ミノムシは自然に終息

し，全林にまんえんせずに終わり被害木も新芽によって

回復し，現在に至っている。ミノムシは乾燥がちのせき

悪地に造林された疎林に大発生をみることが多く（こと

に，夏期降雨の少ない年に発生が多い）閉鎖した樹勢の

旺盛な林分には少ない傾向がある。なお，ミノムシの天

敵菌や．発見された数種の寄生蜂については，目下，当

場山内技師，荻原技師が研究中である。

一
垂

〃
己

－ 3－



藤木：外国産早生樹種（アカシヤモリシマ）の導入につし､て
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写真1アカシヤモリシマ林遠望

中央から右方．4年生，3年生，（福岡県鞍手郡鞍手町笹川良一氏所有林）

第2表福岡県におけるアカシヤアモリシマ植栽実績と造林地現況表（35年疫末現在）林務部治山課調

一
戸

▲
可

’
造林地現況
（35年度中）
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剛福岡県下でモリシマの造林事業が本格的にスター

トを切ったのは，昭和34年度からで，すなわち，堀田正

次氏が本県林務部長に溝任されてからといえよう。堀田

林務部長は着任以来，短期育成林業の重要性を強く呼び

かけられ，県林政の重点施策のひとつとして，これを推

進されている。とりわけ原料材.の将来の需要増大につい

て重視され，これの対策をこうぜられつつあるが，特に

モリシマの造林につき、従来にみられなかった組織的な

推進をはかられ，また．生産材の販売先について，某大

手パルプ会社と避林者との間に立って県が斡旋し，会社

は造林者に対して，造林本数に応じて，手入費の一部を

支払い，造林者は生産材を会社に時価で売却する，契約

造林の制度を創設された。従来，造林者が収穫後の需要

のいかんを心配し，造林をひかえる向きが多くこれがモ

リシマ造林不振の原因のひとつとなっていたようであ

る。この契約造林の実現によって，造林者は生産材の処

分に迷うことなく，安心して造林を進めることが可能と

なった。現在では年々10万本以上（昭和36年度約15万

本）の契約による造林が行なわれ，順調にその面積が拡

大されつつある。なお，県の指導方針によると，せき悪

地に肥料木として植えられる場合と，用材を目的とした

経済林造成のために植えられる場合とに分けて考えら

れ,後者の場合は，あらかじめ,専門の技術者により，造

林地の適，不適の判定を行なった上,適地に造林するよ

う指導されています。県治山課の調査による，昭和35年

度現在の．県内造林地現況表は第2表のとおりである。

3．造林その他について

モリシマが本邦に導入されてから，日がまだ浅く，今

口
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青木：外国産早生樹種（アカシヤモリシマ）の導入について

温が問題となる。寒害をうける低温度は胴体や樹勢によ後に残された研究課題は多いが，一言応現在までの観察あ

るいは試験結果に基づいて実施中の諸作業のうち，若干

のものをひろって，そのあらましを述べる。

（1）養苗

養苗法には種々の方法があると思うが，福林試が行な

っているものはつぎのとおりである。まず，作對慣序を

述べると，3月下旬に播種し,5月中旬に床替を終わり，

7月中旬から10月下旬にかけて，約3回，苗の成長抑制

‘のため，枝葉の剪定を行ない，11月下旬～12月上旬に，

所によって霜覆をとりつけ，3月中旬以降に堀り取り，

I山出しを行なう。

(a)種子の発芽促進種子は採取してから日がた

つにしたがって，ほとんどのものがイシダネ（硬実）に

なる。そこで，まいた種子を短期間にそろって発芽させ

るために発芽促進処理をする。これにはい薪の燃えきっ

た残り灰で処理するもの。㈲熱湯で処理するもの。例硫

酸で処理するもの。その他種々の方法がある。試験の結

果，硫酸発熱処理法が発芽勢がすぐ勘1,ていることがわか

った。したがって熟練すれば，この方法がよいが，あま

りなれない人力零業的に多量の種子を取り扱う場合，失

敗が少なく実用的な方法は熱湯処理法であろう。また，

残り灰処理法は山地直播の場合にはよい結果が得られる

ようである。なお，イシダネの度合はアカシアの種類，

個体，その他によってちがうので，正しくは場合，場合

によって，処理の強さを加減する必要がある。

'(b)成長抑制法（地上部剪定）苗木が過大となる

のを防ぎ，活着のよい植えつけに手頃の大きさのものを

作るため，また苗木が大，小不揃いにならなし､よう，適

期に地上幹部あるいは枝葉の剪定を行なう。“)7月中旬

になると大苗の枝葉が小苗の上に伸びて，これを被圧す

るものが生じる。邪魔になる大苗の枝葉を切り除き，平

等に陽光をあて．不揃いとなるのを防ぐ。㈲8月～9月

頃，地上50cm以上に達した苗につき，幹の地上30cm

く･らいから上部および伸びすぎの横枝を除く。例なお，

10月下旬頃までに，もう一回ぐらい、伸びすぎた枝葉を

醐定して，形を整える。ただし，あまり枝葉をひどく切

り除いてしまうと，栄稚の充実した健苗ができず，寒さ

に弱し､，また根の発達のよくなし､，したがって活潜のよ

くない苗ができるので注意を要する。倒山出し良苗の標

準は，幹径1cm内外，幹長約30cmに切断したもの

で．側芽が6～7個以上ついた，節間のつまったもので

ある。（写真2参照）

（2）植えつけ

<a)適地アカシア類は，年間気温較差の少なし、

温暖な地方を郷土としているので，（ｲ}まず，造林地の気

ってちがうので，一概にしへえなしf"'|="･シマおよびデ
Lマ

レンスは－6°Cぐらい以下，デアルバータI諏記蟻ク

ものに比して耐寒性が強く，－9°Cぐらい以下，また､

メラノキシロンはその中間ぐらいである。現地冠寒さに

_旬

内

L

鐸

写真2標準山出苗

安全と思われる造林地を選定する場合，実際には判定に

迷うことが多いが，これは海岸線からの距離，海抜高，

局地地形などをめやすとして判定する。福岡県下では，

モリシマは大体，海抜高100mをめやすとすればよく，

これより上方では，特に寒い年には程度の差はある力;被

害が予想される。（これは昭和34年’月のひどい寒波が

襲来した際，当場斎城技師による県下，268カ所の造林

地の、海抜高別，寒害調査の結果を参考にしたもの）た

だし、寒害は姻膠の影響をうけることが多いので霜穴と

なるような場所はさける。回土壊条件としては，物理生

および排水のよいことが大切で，土錘型はBD型ないし

BD(d)型が最適といえるが，普通,15cmぐらい以上の

厚さの膨軟な裟眉があれば，かなりの生育が望める。し

たがって，大ざっぱに見当をつける場合，まず地膠を見

て，あまり傾斜の急でない凹形斜面を選ぶようにする．

堅くしまった重粘土の土壌や過湿地はさけます。

(b)植えつけ本数これは地味や収種目的によっ

てもちがい，今後の研究にまつものが多く、一概にきめ

られない。以前はせき悪地改良事業による造林が多く，

かなり密植(1ha当たり,4,000本程陛）された株が多

かったようである｡しかし，用材の収穫を目的とする経

＝

世
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涛木：外国産早生樹種（アカシヤモリシマ）の導入につし､て

7

写真3造林地地ごしらえ状況髄えつけ前に，

予め大きな植穴を堀っておく）

写真4アカシヤモリシア林7年生幅林試黒木試

験林）

済林を仕立てようとする場合には，地味のよい林地に造

林せねばならず、このような場合には成長が非常に早い

ため，普通，植栽後，4年ぐらいで閉鎖が過密となり下

枝が上方まで梅私上がり，樹勢がおとろえを見せてく

る。この場合．植えつけ本数をはじめから少なくすれ

ば，それだけ，苗木代，植穴堀り，その他の造林費が軽

減される。そこで，以上のことや，各地の疎密度の異な

る林の観察をもとにして考えると，地味普通の林地で

ば，間隔2m(1ha当たり,2,500本）ぐらいが適当と

思われる。この本数は除伐あるいは間伐などによって，

8～9年の伐期には，1,500～2,000本ぐらいとなろう。

（3）伐擁薗期

(a)この木の成長経過をしらべると，成長の頂点に

達するのがきわめて早く，したがって減退期に入るのも

また早く，生命の短かい木であることがわかる。普通程

度の地味の場合，最大材積成長雛に達するのは，8年頃

であるから，伐採適期は地味によって異なるが，8年～

9年とし､うことになる。10年以上もたつと樹勢がおとろ

え(まじめるものができて，病虫害や風害をうけることも．

多くなるので，早く伐採利用すべきである。

(b)林分材菰については，適地であれば,8年生で

1ha当り,立木本数1,500本～2,000本とみて,110m3~

150m3ぐらいが期待される。

4．利用について

（1）幹材については現在のところ，パルプ用材，坑

木，加工板用材，および木炭材などとしての利用が考え

られる。特にパルプ用材としては，試験された結果，パ

ルプ化が容易で歩どまりもよく，十分利用ができる。

（2）樹皮については，タンニン資材としてアカシア類

中．モリシマが含有率および質において最もすぐれてい

る。含有率は30～40パーセソi､ぐらいであって，外国産

のものに劣らないる°当場，中島鬮尊技師が試験を行な

った結果によと（詳細は省略）㈹タンニン含有率は木の．

部位によって異り，幹の下部が最大で，中部，上部の順

に減少する。葉や根には非常に少ない。（利用部位の判

定）㈲含有率は時期によって増減し，地上部では夏期に

最大，冬期に最小となる傾向がある。（伐採利用時期の

判定）例含有率の樹令による変化は，4年ぐらいまでは

次第に増加し，それ以後は樹令を増してもほとんど差は

認められない｡(樹令と商品価値の判定）（二>生育地の地味

の良否による含有率の差異はほとんど認められない｡(た

だし単位面積当りの樹皮収量は地味のよい所が大きい）

次に樹皮の収量については，胸高直径15cmのものだ

と，1本につき8約キロの乾皮がとれるので,1ha当

り，1,500本の立木があるとすれば,12tの乾皮がとれ

ることになる。適地に造林してよく管理されておれば，

8～9年で上記程度の収穫が期待される。

5．むす．び

以上アカシアモリシマの導入経過に関して，紙面の都

合もあるので，若干のことがらについて，ごく大ざっぱ

にのべた。アカシア類は非常に種類が多く，（800種あ

まり）文献によると，原産地方には耐寒性の強いもの，

（海抜高4,000脈～5,000沢の高地,降雪地方に生育して

いるもの）生命の長いもの（樹高200吹の大木に達する

もの）せん孔虫類の被害に強いもの，などがあるようで

ある。今後，早急に，これ等の特長をもった種類のもの

が，本邦に輸入，試験され，また，育種の面に利用され

るべきものと思われる。

なお，これ等の早生樹種は，特に，物理性のよい土煙

で良好な生育をするので，造林地の耕起について作業の．

機械化の問題が早急に解決さるべき重要な課題と思われ

る。
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後の樹幹を見通せることを理論的に仮定していることを

指す。増山氏はこれらの仮定を設けず，ただ立木の胸高

断面が凸形であることだけを仮定してdistnncecounl

samplingmethodなる方法を発表され,BITTERLICH

の方法をangularcountsamplingmethodと名付け

た。増山氏の方法は理論的には優れたもので，断面獄だ

けでなく立木本数，断面の周囲(材積推定には不要だが）

をも同時に推定できるものである。その方法肱名前の示

すように，標本点から一定距離内（一定距離で円を画い

た場合その円周で切られる立木をも含む）にある立木本

数を数え，その本数から上記のものを推定するとし､う方

タシジェントメーター

について

UIBⅢUUI『11】WII叩IⅢUI1叩’'1冊IIMIⅡ01Ⅱ01ⅡllnIMII1

黒 川忠雄

本器はその名のごとくタンジェントの値が読めるよう

に作った1)ので，たまたま平田種男（東大）氏の定角測

i臨法にも使用できると考えたものである。し､わぱ試作品

の域を出ないようなものに受賞したことはまことに意外

な光栄で．日林協をはじめ平田氏，その他お知恵をお借

りした皆さま#こ深く感謝3－る次第です。

○ ○○

私がBITTERLICHの定角測定法(Winkelzahrpro.

be)を知ったのは昭和27年の木梨謙吉（九大）氏の論文

であった。当時木梨氏は標本調査法による材積調査につ

し･て熊本営林局管内の国有林で調査をされており，たま

たま私はそのお世話をしていたので，先生自身からも材

横調査法としてそんな方法があるとお聞きしていた。こ

の論文は雑誌「林業経済」に「新しい林分ﾂ材積弧腱法」

として載ったものだが,GROSENBAUGが･･Journalof

Forestry''にBITTERLICHの方法を紹介し港ものをさ

らに木梨氏が実験例を入れて解説されたものであった。

皐速,GRosENBAuGの論文も読んでみたが，その時

は何か狐にばかされたような気持ちで，なかなか理解で

きなかったことを覚えている。材讃調査に標本調査法を

適用できなし､かと考えていた当時は，サンプリングの理1

論を理解するのに急であったし，量を測定あるいは推定

するのに、計量的測定をしないで推定できるなどとは夢

にも考えてし､なかったからである。標本地としてとるべ

きプロッI､の大きさ．形状，各種林分でのそれらプロッ

トの分散あるいは均一性，概本地内での材積測定誤差

（樹高曲線，材積表等をも含めて）等がサンプリングの

当面の研究課題であった。

しかし，ひとたび考え方を転換して従来の計量的方法

によらず，個数を数えるだけである量を推定する計数的

方法が可能であるとわかったときは，眼の前が開けたよ

うな気がしたものである。BITTERLIcHはこの方法

を1948年(昭和23年）に発表しているが、彼はオースト

リアの国有林で永年材積調査に従事し，幹巨法にヒント

を僻てこの測定法を思ﾚ､ついたという。

噌山元三郎氏はこの方法について二つの仮定があるこ

とを指摘された。その二つの仮定とは，胸高断面積測定

法において、胸高断面が円であること，樹幹が透明で脊

句

‐

Ｌ
ｂ
ａ

写

法である。しかしながら三つの未知数を求めるので三つ

の異った距離をとらなければならず，標本点を中心に三

つの同心円を画きその円内および円周上の立木本数を数

え，この三組の値から一次連立方程式を解くものであ

る。さらにこの方法は胸高直径の平均値と分散をも同時：

に推定できるという利点もあるが，実際問題としては標

本地点から樹幹までの距離を測定する距離計の精度等に

問題があり，机上実験ではかなり良い結果を得たが，野

外での実験はなされなかった。

少々余談になるが，増山氏はこの方法に非常に興味を

持たれ，これは積分幾何学の調査への応用だといわれて

いる。積分幾何学といっても余り知られていなし､が，幾

何学的確率論（有名なものとしては，平行線の上に針を

落してその針と平行線との交わる確率を計算したBU-

FFONの針の問題等がある）として研究されてきたも

のを，現代数学の立場からその基礎を検討し発展させて

きたものである。しかし，数学的に面白いものであって

も応用的見地からはまず役にたたない学問としてかえり

みられなかったものであるが，増山氏はこれら一連の調

査法はこの数学の応用例として捉えられ，さらに一般化

された調査法とその理論づけをされている。インドの作

付直噸の測定に，正方形の枠(gridといわれている）を

ランダムに落としこの方形と交わる（方形に一部分でも．

含まれる）畑の数から，ある作物の作付面積を推定する

方法がとられている。この推定に使われてし､る式は

度冨

一

垂
bf

号
『
一

－ 7



黙川；タンジェントメーターについて

､

周との交点数を数え，この数から底円の円周の長さを推

定，樹高を導くというものである。この測定器としては

ジニコースコープが考案され，使用法に若干の備徽はあ

るがかなりの精度で推定できるという。幾何学白彌査法

の理論については統計学辞典（増補版）に増山氏が解説

されているのでご参照願いたい。

○ ○○

以上が定角測定法の発展の概要である。私は初めてこ

の方法を知った時からわが国でも何とか実用化できない

だろうかと考えていたのであるが，第一線の営林署で痛

切に感じたことは樹高測定の困雌さであった。周知のよ

うに樹高測定にはかなりの時間を要し，同一直径階にお

いても各糊高の変勤はかなり大きいので，樹高曲線法を

用いる場合でも測定本数と測定時間との調挫になやんだ

ものである。また毎木目測の場合は熟練者は，ほぼ許容

限界に入るとしても，かなりの過大あるいは過小の偏り

をもつ測定者もあって収溌調査の場合の問題の一つであ

った。そこで，少し位誤差はあっても偏りのない方法で

簡単な樹高測定はできないだろうかと考えた。樹高の変

第1図

P=4､/r+24

（』：正方形の面積,P:正方形と交わる畑の麹

で経験的に作られたものであり理論的な説明はできなし、

が結果はJ＝2～1,000エーカの範囲内でかなり良く合う

ということであった。増山氏はこの方法はまさに幾何学

的調査法であると考え．この式が理論的に導いた式とよ

く近似していることを証明されたりもした。

○ ○○

このようにして胸高断面積測定法はわが国でもかなり

研究され普及されてきたが，昭和30年に平田氏はこの方

法を垂直方向の角度での談みに転換して樹高を推定する

方法を考えつかれた。これは前年の林業技術賞を受けら

れ昨年8月号の本誌に紹介されている。BITTERLICH

の方法を変形したものであるが，コロンブスの卵で後か

ら考えると当然気がつきそうに思えることであっても最

初に思いつかれた功紙は大きい。これとほとんど時を同

じくして，やはりBITTERL1CHの方法からヒントを

得てオランダのESSEDは平田氏とは独立に同じ方法を

考案していることは偶然とはいえ学問の進歩上興味ある

事実であろう。

断面積胤1碇の方は胸高直径断面の拡大円を考えたのに

対し，この方法は樹幹を軸とし梢端で一定の頂角をもつ

円錐を考えその底円を想定する。この底円の面積を測定

しこれから円錐の高さ－樹高一を推定しようとする

ものである、胸高断面獄の場合は水平方向に角度を見た

が，これは飛直方向に見るもので一定の仰角より高く見

える周囲の立木本数蓮数え，これから円錐底円の面積を

推定する。低円の面積と樹筒とは，頂角が一定であれば

定まった関係にあるので‘附高をも推定できるわけであ

る。

BITTERLICHはこの方法をH一測定法と名づけ，彼

自身の断面職測定法をB－測定法とし，これらを組合わ

せてB－H－測定法なるものを発表している。これは林

分全体での区分求職法とでもいうべきもので,B一測定

法で胸高断面だけでなく枝下筒までの各高さでの断面積

合計を推定し,H一測定法による平均樹高とから林分全

体の材積を区分求職して算出するものである。

これまで述べた断面積や樹高の測定方法は，標本とし

て点をとるいわばポイント・サンプリングとでもいうべ

きものであったが，これに対して前に述べたようにこれ

らが蔵分幾何学の一つの応用だという見地から，甲斐原

氏憾線分を標本としてとる方法を考えられた。標本とし

ては点ばかりでなく，線や図形等を用いてもよいわけで

前述のインドの作付面穣調査では正方形が標本としてと

･られている。甲斐原氏の方法は一定の長さの線分を林内

-にランダムに落してこれと各立木に想定した円錐の底円

〃

』 画

一

P

M
可

〃a
CA

0

亀
切
壁

守

動の大きいことから同じ労力時間ならば測定本数を増し

た方力§宥利ではないかということと，目測者が手軽に測

定できて目測を容易ならしめることが目的であった。ま

ず立木までの距離の測定を省略することを考えた。次に

梢端を見通した時にそのまま樹高が読めるようにタンジ

ェントの値をいれることにした。タンジェントの値と一

緒に角度の目盛を入れておけば，梢端を見通した時の角

度もわかるので定角測定法にも使用できるのではないか

と考えた｡このような考え方で作ったのがタンジニント・

メーターであるが，不慣れなことでもありまだまだ欠点

も多いことと思う。定角測定法についての原理は前に述

べたとおりであるが，平田氏の方法が梢端と根元の二つ

を見通して常に円錐の底円を想定するのに対し，この方

法では梢端のみ見れば良いかわりに林地が催鶴している

是

－8－



黒川；タンジェン1，メーターについて

4B+BC=ﾉ(2"z"+<"cr)=27･

'=÷(‘"""+"ｫ"）
OB=OC-B(,

＝γ一〃〃zα

第3図となり．すべて既知で

あるので(1)式により傾

場合には，円錐を傾斜角で切った切り口（楕円）を想定

することになる。この精円による修正式がかなり面倒な

ものであったことと，もう一つは普通の測高器として使

用する場合，立木からの距離を測定しないで樹幹にそっ

てポールを立てこれを見通して一定距離をとるようにし

たが，この場合も林地の傾斜による距離の修正方法，こ

の二つが難問だった。この場合一定の角度でポールの両

端を見通すことになるが，ピン1･になったのは「同一孤

の上の円周角は相等しい」という中学時代に習った幾何

の定理であった。すなわち，ポールを一定角でのぞむ地

点はそのポールを弦とする一つの円周上にあるというこ

とである。眼の高さとポールの中心とが水平になるよう

にポールを上下に勅かせて合わせればこの修正は不要で

あるが,常に可能であるとは限らない｡そこで第1図のよ

うに傾斜角の〃場合の斜距離PBがわかれば修正できる

わけである。第1図においてDEをポールとする。Bが

E

必
斜角〃がわかれば斜距

"PBが計算されるの

で，これによって立木

からの一定距離に修正

することができる。

○○

次に定角測商法におい

楕円の面禰は汀αb(",

凸

、

一二

て楕円を織定するときの修正は，楕円の面職は極り(α’

6はそれぞれ梢円の長軸，短靴の弘）だからα’6がわか・

ればこれを円錐の底円のかわりに考えればよいはずであ“

る．少し冗長になるがこのα’6を導いてみよう。

第2図において高さ〃の立木に，頂角2，‘の円錐をか、

ぶせたとき，傾斜角〃の林地と円錐体とが交わってでき

る楕円はBDCEである。βしの中点を”とするとこの

楕円の長陥，短II伽はそれぞれBC,DEである。その半．

分のα’6を〃,“〃であらわそうというわけである｡．

まず,<4co=(;-")+〃だから
oc･":+"一")=o,@%,

ノjoS2フル彪 仏s"α
、｡.OC=._

"(2+"=T)=｡"("=g
同様に

伽s加α "s”“

OB=mgE'-")~.'s("+")一一＝－－．－＄i"(;-'一"）‘"('+鱈）
したがって

BC=OB+OC=ん.si"α塑巡Z+⑳土竺(4二型・
"3(0+tE)cos("一α）

2cOS〃･cOsa
＝〃･sI〃α一一一一一

ZDF("zfrx)cos("一瞳）

：α=』βC="･．"α､‘"…′cos("+cY)cos("一α）

次に，精円の中心ハfを通る円錐の底円を考え，そ

の円の中心をOf,精円との交点をD,Eとすると，

DEはAIを通って楕円の短軸となっている。

Oj"=OB一α

"･sj〃a〃･sj〃α･“s“･(､os"
ニ:＝－－－－－

A第2図

ミ
の

､

，

、

B

蚕士

その中点で』Bは水平とする。』からポールDEをのぞ

む角、』Eは一定とすると傾斜角〃の位置にあるPに

おける<DPEは<DfIEに等しい。すなわち一定角2鮨

でDEをのぞむとその地点はこの円周上にあるはずであ

る。求めるのはRBの長さであるので,PB=〃の円の

､半径をγとすると，

JPO班においてOP2=PMx+OA猴

ここでOP=7,OM=(ノムs1〃〃，〃"=PB-MB

＝'一OBcosO

これらを代入して鍵理すると．

〃3-2両汐cosO+OB2-'．=0(1)

を得る。

また万万，γにつし､ては“とDB（ポールの半分の長

さ）とが一定であるので,DB=jとすると

"B="o/α,BC=〃α〃“

1

｡

.cos(0=")二竺望 COSa‘●

●

雌
錘
２
Ｚ

ｏ
”
。
”

Ｓ
Ｓ
●
●
〃
〃

一
一
一
一

cos("+")cos(6－α）

coscr+s"0s〃a－coS8cosca
一一一

COS〃

cos("+")cos("一α）
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黒川：タンジニントメーターにつし､て

S2〃α･S""
＝ん｡s加嘩・

cos("+x)"s("－α）

o'jf=OMcosO=ルー§塾'"cos"s,伽〃
cos("+cII)"s("－α）

これを整理すると

62="2s"z2α･cos2"
cos("+")cos("一α）

sz〃α･".OS〃

・・・6＝ﾑﾍ/"s("+[r)cos('一α）
これでα'6が求められたので，精円の蔵噸は

”"="{‘・鵜鶚鴛)'/'
ここで右式の後半を〃とおくと

寵α6＝た冗〃2

これを定角測高法の底円にかえると

万='00/毒烏売

となるので蔬:§了を係数とし計算しておき,各標
本点での説みZに乗じて修正すれば近似的に定角測高

法の理論が成立つと考えられる。

○○○

以上，タンジェント・メーターを考えた経過と，定角

測定法に興味をもった事情を述べたが，まだまだ不完全

なものであり測定器の改良，測定法の改善等について皆

様の御教示をお願し､したい。

s”2α･siW2"

cos("+n)cbs('一α）
0O'=OMs伽"＝ ル

鈍〃望α･s2〃g〃ハ

cos("+cY)cos("一")
Oﾉ』="+00ﾉー ﾊ＋

＝〃"s(4+")cos(0一α)+si"2"si"20

⑤
》〃ｚ跡
物

や
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蜘
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岬
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》
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・
認
鋤
〃
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一
一
一
ｕ
唖
娠

個
剃
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鋤
釦
却
唾

唾
認
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才
才
一
癖

霊

■
一〃

で
こ
こ
ＡＪ
こ
Ｏ●
の ●

、

上

一

の

討
蝿

一

″
〃
〃
の

》
珂
岬

くＳＯＣｊ
ａ
誠
の
北

峠
獅
妬
畔
・
碗

ｉ
、
α
〃
！
３

ｓ
・
ｒ
Ｓ

ｍ
‐
刮
ｍ

ｐ
Ｄ
グ

ロ

０
〃
，

一
一
一
一
０
｜

ＤＪＯ

~

SZ〃α
●ロー

rOSa

:＝ん。

'､os(0千而而§『'二万丁

０４ｓ

狼
０

刃
が
亜

Ｉ
α
０
誤
一
○

句
》
〆
》

Ｄ
“
ひ
棒
一
一
ｓ

、
“

岬
腿

一
一
一
一

が

cos2("+fr)coss('一α）

_x,,s"34"･cos鴛"｡s"タ－〃2

cos2("+cIw)(､oW'一α）

一
■

新しい.ノ 森林家必携〃●●

K 式測高器 庫
完
』

ゴ
マ

1人で距離も，樹高も．簡単に測れる

定価15,000円特価9,980円

途 性
樹高測定，標高測定形式

簡易測量基線長

対空標識見取図，図根点見取図，立木位置図の作成倍率
帯状円形プロツ1．の設定測距範囲

林道，治山，造林その他事業の略測測高範囲

林業関係販売一手取扱

＆

用

高さの測定

距離の測定

見取図の作成

標準地の設定

土木事業の略測

I

》
恥
杢

陛
芦
ご

ム
ロ
肺

菫
麺
認
、
皿

日本林業技術協 会
I
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二

一

写 真1視察旅行

国際林学研究会議（世界林業試験会議)(IUFRO,1n,

ternationalUnionofForestResearchOrganisations)

の第13回総会が，1961年9月10日から16日までオースI、

リヤのウィーン市で開かれ，引続き18日から29日まで同

国内の林業地の視察旅行が行なわれた。

世界各国から300名以上の専門家力$集まって盛大で熱

心な会合がもたれたが，日本からは学術会議より派遣さ

れた林業試験場の坂口造林部長をはじめ，林試今関保護

部長，東大加藤教授九大塩谷教授，ミニ’ンヘン大学在

学中の三田義三君と私の6人が出席した。この他に旅行

に，梅本，南（以上王子製紙）と堀口氏が非公式に参加

された。ロンドンにおける前総会には大政博士，その前

のローマの総会には吉田博士が出席されたが，今回は出

流者の数が大幅にふえて日本の国際学術交流に対する熱

意が高まったと主催国や各国代表に敬意を表せられたこ

とはうれしいことであった。

会議の総裁は英国のMacdonald博士，副総裁はオラ

ンダのvanVloten檸士で，組織委員会雲長罎はオース

トリヤ山林局長のFTTder雄士であった。Unionの常置

委員（11名）の中には，前回E1本代表で出席された大政

博士も選ばれていた。この他に顧問にオーストリヤ農林

大臣，文雛大臣，段泳大学長が名を連ねていた。

部会は次の11に別れで運営された。参考までにその名

称と部会長の名前を述べると

01Bibliography(文献)Prof.Saari(フィンランド）

11GeneralForestInfluence(森林の影割

Prof.Wilm(USA)

21ResearchonSiteFactors(地位蕊素）

Prof.Philippis(イタリヤ）

22StudyofForestPlants鱗林柵木）

Dr.SyrachLarsen(デンマーク）

23TecmcalMeansforAmeriorationofForest

筆者：東京大学教授

国際林学研究会議に

出席して

25部会を中心.とした報告

甥｡､●,of吟0,0もo●DもSc.'fも6“ObOもOo0も0●0ウパも0Jも0●0も0、0もO~fO〃武0.6Jも009000.0％0.0･000も韻｡｡
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嶺 一三

Production(Silviculmre)鰊林生産技術の改

良，造榊ProfLeibundgut(スイス）

24ForestPrOtection(森林保謹）

Prof.Biraghi(イタリヤ）

25StudyofGrowthandYieldandofForestMa-

nagement(生長，収穫ならびに林業経営）

Prof.FehimFirat(I､ルコ）

31ForestEconomics(|林業経済）

Prof.Speer(ドイツ）

320perationEfficieney(林業労働，作業能率）
Prof.Sundberg(スエーデン）

41MechanicalConversion(林産物の物理的，機械

的利用)Prof.Campredon(フランス）

頭書の数字はOXfordsystemで専門の分類別を示す

もので，注意したいのは林業生産や経営揖桁の部門の2

が五つに細分されていることと，経営“『が2の大分類

に入っていて，別に3の材錐鍔斉の大分類があることで

ある。日本で一部の方は材錐経営は経営経済学の一部で

あるとしているが，私は経営経済学とは別に独立の経営

技術組織学の存在の理由を主張していたが，それと全く

同じ考え方に立っている。昨年シカゴで行なわれた

FAOの会議でもSilvicultUreandManagementと

EconomicsandPolicyを別けていたことは，少なくと

も私の意見に同調する人が多いことを証明しているもの

と思う。私は25，31，21，22に出席を申込んでおいた

が，実際は25部会の他はほとんど出席できなかったの

で，この部会で論織されたことを主に述べることにす

る。他の部会のことは日本から出席された他の方々が紹

介される機会を待ちたし､。

開会式と閉会式は都心の大きな建物で開かれたが腰部

会は農林大学(HochschulefinfBodenkultur)のりっぱ

な諦堂で大体4部会力f併行的に開かれた。会議の運営の

様式は，錐会によって多少ちがっていたが、用語は英独

11－
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嶺：国際林学研究会議に出席して

仏の3国語で通訳がつくこともあったが，ほとんど通訳

なしで論議が進められた。昨年のFAOの会議でば，ど

の会場にも同時通訳のイーヤ。､ホーンが備えられていて

英仏西（昨年はドイツ語でなくスペイン語が採用され

た）のいずれかがわかれば用が足りたが，今回はドイツ

語で話されたことを英語や仏語にいちいち通訳しないこ

ともあって，語学に弱い者は大変困まった。もっとも，

われわれの25部会の副部会長のDr.Hummelは語学が

達者で重要なことは要点を外の言葉で説明してくれた

し，また専門の通訳が出席することもあった。しかし，

通訳をすると時間がかかるので問題がおおいときには通

訳なしで議論するから，これから国際会縦に出席する人

は語学の準備が必須条件であると痛感した。

25部会で決定したことで，日本の方々に知っておいて

頂きたいことだけ要約して述べてみたい。

測定方法の基準を一定にする申合わせで，たとえば

(1)植栽木の樹令や造林地の林令は，植栽後の年数をと

らないで，種子が発芽してからの年数とする。必要な

らば植栽後の年数（日本では現在これを使っている）

はかっこをつけて付記する。

苗木の年数は擬種して2年.1回目の床替をして1年，

2回目の床替して1年の場合は2＋1＋1と現わす。

(2)測定単位は地方剛賞用のものを使ってもよいが，研

の上からは直径で現おす方が長所が多いと思う。

測定は輪尺でも巻尺でもよいが，測定のくりかえし

カミ大切な場合は巻尺を使うべきである。（これには反

対論も出て，当分の間は輪尺を使ってよいことに決

定）

傾いた木の周囲や直径は，木の長靴に直角に測るべ

きである。

(4)胸高は地上(傾斜地では上面)1.3m(4feei3inches)

を採用する。USAの4ft.6in.を急にやめることは鰹

難であろうが，試験研究の場合は4ft3in.をとるよ

うに勧告する。

この点について，私は日本では1.2mを胸高にとつ．

ている経過と理由を述べ，全部の測定を1.3mに統一

することは至難であるが，試験研究の目的では1.3m,

を採用するか，または1.2mの直径を1.3mの直径に

換算できる表か図を作るように，日本の研究機関に勧

告をする約束をして承認された。

また熱帯地方の木のように根張りの大きい場合の胸！

高のきめ方は，特別の小委員会で検討することになっ・

た。

（5）平均周囲,平均直径という言葉は,林分の平均胸高断

面積をもつ木の周囲または直径を指すことにすると最

初委員会の原案になっていたが，これにはProdan,

Smith,嶺などが猛烈に反対し，平均木の直径とか平

均断面積木の直径という表現にし．平均直径は直径の

算術平均に対して使う.ように改めたし､という動議が採

用されて，委員会は原案を改めることになった。

直径は原則として林分内の全部の木について測るべ

きであるが，一定の限界がある場合にはそれ莚明記す

ること。

（6）立木の高さは，傾斜上面の地表面から梢の先端まで

を測る。

若木で精密を要するときは，生きている芽の最高の

ものを測る。

写真2チロールの牧舎(日本の山小屋と似ている）

究報告にはメートル法を使うか換算表を必らず付ける

こと。

測定の正確度は，研究目的に応じて変えてよいが，

その種受は報告に記し，国際的な試験では正噸蔓につ

いても共通基準をとるべきである。

測定値は偶数に提調する。たとえば13.5は14に，

12.5は12とする。しかし13.49を13.5としてさらにそれ

を14としないこと。もし端数だけを取る場は14とせず

13とする。

(3)木の厚さを測るのに，直径と周囲のどちらをとるか

について委員会は基準化の勧告はしないが．研究目的

－12

写真3オーストリヤ・チロール地方
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猫 ：国際林学研究会議に出席して

傾斜木では，木の幹にそって高さを測るが，著しく(b)林業統計研究グループの報告（わが国力路称試
傾いていない場合は垂直高が通常高さとして便われの大友技官が望効pしているが，統計は25部会だけの問
る･題でないので，他の部会の人々の参加も求めるが，グ

伐採木で曲っている木は，曲りにしたがって木の長ループは25部会の中に存続する）

さを測る。(c)航空写真の森林賓源調査に対する応用
(7)研究目的では，個樹の材積は皮つき材積で示し，皮(d)林業経営に対する費源調査の働き
なし材積が必要な場合は上記のに対する百分率で示(e)新しい測樹法の提案（この部分でBitterlichが
す。よい論文を説明し，日本から大友，平田両氏の論文が
材積は通例使う長さの区分ごとに測るが，その長さ提出され，高く評価された）
は指定しない。 (f)森林生産に対する林業経営の影響
伐採木の測定で長さは地面から計算すべきである (9)林業経営に使用される機械，器具の紹介
が，実際の測定は予め記しをつけた胸高点を基準にと (h)林業経営における電子計算機の応用

るべきである。たとえばもし2m区分の中央直径をと (i)各国の森林の構造，生長量，収穫表，材職表な

るには胸高より30cm下を測るべきで，伐採面から上どの報告
1mの所を測るべきではない。 (i)間伐に関する研究（これは造林の部会に関連が
これは実際の伐採点から上の材溌を測るのではな深し､ので，共同部会を作ることを提案するが，25部会
く，地表面から上の材積を測るべきであるという指定でも研究グループを作ることになった）
で，私がもとから提唱して

いたことと一致する。

梢端部は研究目的からは，

梢端まで測るべきで一定限

度直径までとはしないb

根株も研究目的からは，

計算の除外する部分を作ら

ないこれも私のかねての主

唱通りにきまったわけであ

るが，ノールウェイでは樹

高の1影を根株として除外

しているとの報告があった。

枝条材積は必要があれば

実積で幹材祇とは別に測る

べきで，層讃で示す場合は

実積との比率を付記する。

材積測定の正確度は事情

によって変わってよいが，

以上の他にもたくさんの報

告や提案があったが，時間が

短いのでなかなか消化が困難

であった。

国際会議では，平素のW暁

グループによる討論や報告の

交換が実際的な効果を果すも

ので，総会では各国の同じ専

門の人々が一堂に会して情報

を交換したり旧交を暖めたり

新たに顔見知り．になるという

のが最大のとりえであろう'・

今回日本から出席した方々

は，三田君を除いては研究歴

も相当古く海外の知人も多い

ので，各部会で発言もし情報

の交換にも努力された模様な

ので相当の成果があがったこ

通常の場合数字が3けたが 写真4スイスの択伐林（トウヒ･モミ･ブナ）とと信ずる。

適当であろう。そのためには直径と長さの測定も数字次回はドイツで4年後に開かれる予定で，総裁にはミ

3けたをとるとよいと思う。ユンヘン大学のSpeer教授，副総裁にはアメリカ林野

以上の他に，樹皮の厚さ，形質の測定，生長量の測定庁研究部長のHarpe透博士が選ばれ，日本からも林試の

測定の総括，間伐の定義などについて勧告がされてし､る斎藤場長が常霞委員の一人に推薦されてし､る。

が，余り専門にわたるので省略する。日本も国際学術会議におおくの人が出席するようにな

この他論ぜられた主な問題はり，また国内で主催することもふえてきた。林業林学の

(a)地位指数を数式で現わす研究グル弓う°の報告分野でも，以前に比べて海外との学術交流の機会がふえ

（私もこの常霞委員会に加わっていたが，北欧やカナてきたことは喜ばしいが，今後もますますこれを推進し

ダなどを除いては極めてむずかしいので，将来研究方ていきたいものである。

針を変更して補職委員会を改組することになった）昨年のFOAの第5回世界林業会議（シャトル）でも

－13



揃：国際林学研究会識に出席して

各国の代表ことに夫人方にたいへん祝福もされ羨しがら

れもした。

オーストリヤは昔から有名な森林の国であり，風光美

しくスキーのメッカでもある。またウィーンは有名な芸

術の都である。同国の美しい自然とりっぱな森林，同国

民が示された暖い愛情についてはまた述べる機会を得た

いと希望している。

ついでであるが，昨年8月にハワイで汎太平洋学術会

"(Pan-PacificScieneeCongress)が開催されて，

林業部門では日本から木梨（九大)，戸田（林試)，黒岩

（腱工大）の3氏とそれに田村剛氏，北大の館脇教授な

ど出席されたが，次回は日本で開催される予定というこ

とである。

日本でも先年FAOのアジヤ太平洋地域林業会議を主

催して相当の成功をおさめた実績があるので，この次の

国際会議も万全の準備をして，りっぱな成果をおさめる

ことを祈るものである。

もう一つ付言したいのは，会議が終った日にUSAの

Harper氏（次回の副総鋤とオーストリヤのBein氏

（大会事務局長）が世話役で，われわれ有志の者(USA

のHeiberg教授，英国の林試場長Peace博士，スエー

デン林試のSundberg博士，ナイゼリヤのOnochie氏）

が集まって，林業技術者協会の世界的連合を作ることの

可能性について話し合った。現在この種の協会をもつの

はUSA,スエーデン，日本の他は余りないので，これ

等の国々の実情を報告して各国別に協会を作ってやがて

その連合を結成する努力をしたいとし､う結論を得て散会

した。日本林業技術協会もこのように世界的に権威を認

められたわけであるから，会員や役員諸氏のご協力をお

願いして私に課せられた責任の一端を果したいと思う。

●

§

竺

写真5デンマークの日本カラマツ林

珍らしく多数の日本人が出席して話題となったが，今回

も比較的多数が出聯して皆相応の活動をしたので注目を

あびたと思う。また実際上，主催者側でもわれわれを引

たてて下さって，常撒委員にも上記のように日本か･ら推

鱒されており，部会内の常置委員にもそれぞれ委嘱され

ている。いろいろな会合の挨拶も東洋代表としてやらさ

れるし，新聞記者の取材やラジオの放送の計画にも引ば

り出された．こともある。また代表団が招待された席で，

ウィーンの少年合唱団もインスブルックの少女合唱団も

外国の歌としてはただ一つ日本の歌をうたってくれて，

一
一

’’千Ｔ
＝

‐
一
‐
１
１
‐

＆

日本林業技術協会編

A5版約200頁写真図葉多数

予定価格260円送料60円

○技術的に見た有名林業

林業技術連載の「有名林業」シリーズの山武,Zjil,万沢，天竜，能登，尾鷲，北山，

吉野，智頭，日田，小国，八女，妖肥の林業など11篇を特集した林業家必読の絶好本

I
I一

－14－
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どおりよく留学に行っておられた，林試・林産の石原氏

(G6teborgで1日半）と鹿児島大学の住本氏(Stock･

holmで1日半）に通訳していただき．心細くて慣れな

い時，助けていただいたのである。この両氏のご芳情に

はお礼の言葉もない。その後，だんだん慣れて，訪ね

た各林木育種場の事情も，どうにか聞きだせるようにな

り,､6カ国を予定通り歴訪できたわけである。

ヨーロッパ林業
q

視 察記

I

2．環境の差異

筆者はご承知のように樹木分類学をやり，また以前に

は森林植生学をやっていたものであるから，まず欧州と

日本の環境上の差がきわめて顕著であることに気づし、

た。ひいてこの差が樹穂の差以上に森林の質的要素に甚

大な影響を及ぼしていることを感ぜざるを得なかったの

である。さりとて，環境上の各データを集めてきたわけ

ではないから，どうしても抽象的にならざるを得ない。

まず，北欧で欧州アカマツの樹形の良いのは予倣知識

があったから当然と思われたが，樹形が悪いといわれて

いた南部W-DeutSchのそれでも北欧のような良樹形は

ないが，日本ならどれでも縦英樹になりそうなかなり良

い姿をしている。筆者が東北地方の山で見慣れているブ

ナも，欧州ブナとなればDenmarkでも,W-Deutsch

でも，正しい単幹は稀であるが2～3又していてもみん

なマッスク匂伸びている。ナラ類でもこの感じがさらに顕

著であった。あるいは鑛者の歩いた欧州の範囲だけほと

んどすべての樹種が良い樹形をなし，他所では悪い樹形

のものもあるかも知れないが，それは筆者には批判でき

ない。筆者には欧州のす

村井 郎
一
一
一

傍

1．はじめに

昭和36年度の林野庁特別会計で海外林業事傭調査員派

遣饗が初めてもられ，その人員選挙に当って，初年度

ﾙま林木育種場関係から2人出すということが決められた

ということで，筆者と北海道林木育種場の清野氏が選ば

れ，最初2人で欧州を回わるのだといわれたので，それ

なら2人で1人前の英語ぐらいはできるだろうから’た

山､した心配はないと思っていた。いざ林野庁で決定の段

階に入り2人で同じ場所に行くのは,つまらないから筆

者には欧州の林木育種事情，清野氏には濠州およびニュ

ージーランドの林木育種ことに導入育種事情を調べてこ

し､というふうに決定された。この決定が36年の7月上旬

のことである。それまで2人でいっしょに行くとばかり

考えていた筆者にとりこの決定は誠に残酷であった。専

i門的分野の言葉は少しは知っているが日常語はほとんど

わからなし､。ことに英語ばかりで，ドイツ語は30年以一上

前，少し習ったはずであ

今

一条

べての樹種が，すなおな

良い漉形をなし，日本

のはすべての樹種でよい

樹形のものが少ないこと

は，なぜだろうか，とい

う？がわく，欧州と日本

とは樹種が異なり，欧州

のものはすべて良樹形と

なるものばかりであり，

日本のものはすべて悪樹

形となるものばかりであ

であろうか。最初各環境

るが，その後全然関係し

ないので全くわからない

にひとしい。しかも1人

旅を強いられ，はたして

行ってこれるかどうかは

なはだ心配である。英会

話のレコードを借り『てき

て少し練習してみた。耳

がなかなか慣れにくく，

これでいいのだろうかと

､心配したがいまさらどう

にもならない。

予定日程は43日間（月

＝

L

イ
形となるものばかりであ

ると割り切って解釈すべきものであろうか。最初各環境

要素を少しずつ分析してみることとする。

、地質構造＝全般的に古生代，中生代の堅い岩石が多

く,Italyの中部以南においてのみ，日本と同じ火山群

が存在する。各地に氷河遺跡としての湖沼があり，それ

は北欧において顕著であった。古い時代の地質が多いこ

とと樹形の良否とは直接の関係がないものと感ずる。

地形＝全般的に平坦地や丘陵地が多く,Swedenの

予定日程は43日間（東京から東京まで）で,Sweden

Finland,Denmark,W-Deutsch,Swiss,Italyの六カ

国を歴訪することとなり，8月29日出発，10月10日帰国

も決定された。もう言葉など心配してもどうにもならな

･いので当ってくだける以外方法がない。

こんなことで欧州に渡ったが最初のSwedenでち共う

繁者：東北林木育種場長
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村井：ヨーロッパ林業視察記

Norway界とAlpusにおいてのみ急斜地が認められ

た。北欧では凹所が肥沃で紗馳や湿地となり，凸所は岩

石の露出が多く森林となっている所が多かった，中欧の

Alpusを除き，森林は地形の良し、所にあって，それに道

錨綱が発達しており道路＝自動車路であるため，どんな

森林内でも車からおりて10分以内に目的の樹木を見るこ

とができるほどであった。欧州の休業と日本のそれとで

は，噸修一道路に根本的な差があるように感じた｡平坦
地の多し､ことと樹形の良いこととは，直接ではないが間

接に関係がありそうである。なおItalyば小ジワが多く
母

日本の山地と似た地形の所が多いように感じた。

土鯉＝各地の道路法面で断面の一部を見たが，日本の

山でみるような，きれし､な褐色森林土は見られなかつ

'た｡Podsol土渡は北欧において明らかに存在したけれど

も，心土が淡色で灰色のもの多く，根本的に土壌母材が

日本と異なるもののごとく感じた。またItaly中部以南

には日本の暖地と共通なT.gnlerite系の土壌があったよう

に感じた。土壊型も樹形と直接ではないが間接には関係

がありそうである。

気象一風＝一般気象の各国の風はそれぞれ特長がある

であろうが，それは問題でない。また北欧で冬季間の風

の強いことを聞いたが．成長休止期の風はあまり問題に

ならないと信ずる。風で最大の問題は成長旺盛期におけ

るものである。今度の旅行で北欧では3年前（1959年）

に強いHurricaneがあり，大波害をこうむったと話さ

れ，その被害地も数カ所見せてくれたが，わずか1～3

haの小面積の森林が破壊されており，その跡地はすで

に全部薙理され，造林がすんだ所ばかりであった。そし

て，その以前にはいつHurricaneがきたかと聞いたら

10数年前にも1度あったといっている程度である。この

ことを逆に日本に当てはめてみると，大西洋のHIITrica-

neすなわち太平洋の台風であるこというまでもないか

ら，日本では毎年1～3回台風におそわれるこというま

でもなく，その被害も4～5haなんて，ケチなもので

ないことご承知のとおりである。機体成長旺霊期に2度

も3度も大風の吹くことのある日本の材木がまっすぐ，

すなおに成長せずに曲りの多い桜形となることは当然な

ことと考えられる｡それに反し欧州ではおなじ鱸旺霊
期に，10年に1度または7～8年に1度だけ大風（これ

も,日本に比べたいしたことのないもの）が吹くこととな

れば，欧州の林木は成露燭に強い風にはほとんど当たら

ないこととなり，ひいてまっすぐ，すなおに成長を続け

うること，これまた当然と考えられる。この大風の頻度

が，欧州と日本の林木の御蔭に最大の影響をもたらすも

のと考えられるが，この解釈はどんなものであろうか。

気象一氷＝降水鐘は各国によって差のあることは当然

であり．一般に欧州は700mm～1,000mmの地域が多

いようである。欧州の空を飛んでみて河岸に白い砂礫の

出ているのはItalyぐらいのもので他国では河が荒れて

被害を出した跡などほとんど見られなかった。もちろん

姻蔭の平坦な所が多かった関係もある。日本に比べて降
水量が少ない力・サバクのように乾燥してし､るのではない

から降水量と樹形とは直接の関係がなし､ものと認める。

気象一日長＝日長は綿度と密に関係する。日本と同じ

綿度の国はItalyぐらいのもので，他はいずれもそれよ

り高絲度にある。北半球で高紬度の度合が大きい所，す

なわち北にあればあるほど，夏の間の日の長さが長いこ

とになる。この日長の影響は樹木の成長に現われ．また

カラマツ類の結実とも関係がありそうである。日長は織

型とも相当の関係がありそうであるが，今のところ不明

の点が多し､。

気象一気温＝欧州は高締度に多数の国が存在するにか

かわらず，大西洋のMexico暖流の影響でかなり北まで

暖いといわれている。日本は太平洋の寒暖両流により復

雑な影響を受け低緯度にあるにかかわらず，かなり寒し、

といわれている。気温は各国のそれぞれの場所により異

なるとみねばならず，樹形との関係は直接的とは考えら

れない。

環境と樹形＝樹形に影響する環境の最大は，成長旺盛

期の大風の頻度を最大とし，気象上の降水量，日長およ

び，地学上の姻膠と土壊とが相互にまたは総洽的に作用

して，欧州では全樹種の柵膠がまっすぐですなおであり

日本ではそれが曲ったものが多し､こととなるように感じ

られたわけである。

3．欧州アカマツの地域差

渡欧前，かねてから欧州の樹木の分類を若-F研究しで

いたがそのうち，欧州アカマツ(Pmussylvestris)にば

かなりの変種が知られているが,Lappland(Scandinavia"

半島の中部以北）地方産のものにvar.lapponlcaとい

うものがあり，それがSwedenから出版される林木育

種の文献によく見受けられろ。クローネ幅のせまい精英

樹に当るらしく感じていたのであった。Swedenに到

着の日,Prof.LINDQuIsTから，この変種の説明を

受け，全国では大体4M60.の線以北にあるのがこの

var.lapponi(iaであり，その線以南のものはvar・sep‐

temtrion"ligで，この形態上の差は球果の色，種子の大・

小，種子翼の色などにあるが，概略的にはクローネの狭

長なものが前var.f,その幅広いものが後var・である

とご垂教いただいた。その後Swedenでその境界線を

通ってみたが，クローネの概形では北に狭小のものが多

いが，幅広いものも若干混じ，南では幅広いものが狭小
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村井：ヨーロッパ林業視察記

の大部を占めており，他の2var.は前2var.に比べて

著しく劣等のようである。

以上の記述はvar、によって樹形が決定していること

を肯定したわけであるが，優良2var.は前述の環境にも

恵まれて，総合的に出現したことをいわんとした次第で

ある。

4．林業と瓊境

過去において日本林学の大先輩の方々は欧州と日本の

環鏡上の差を無視していわしなかったであろうか。かっ

てDeutSchは林業の先進国として君臨し，先輩の方々

も多数留学されたようであり，それらの方狗は新らしい

施業法その他の勉強をして帰られた。そして環境差のこ

となど考えずに向こうの施薬法を日本の林地で直接やっ

てみた結果は新生林分が向こうのようにすなおにりつば

に育たなかったことを見られて悲感されたことも多かつ

似たようである。今になって欧州林業をまねして残ったも
のは何もなし､などと残酷な批判をする人も出てきたが，

こんな人は先輩の苦労を知らない浅し､考えによるかもわ

からない。

よく欧州の文明国では基礎学を重んずるといわれる

が，施業法その他の技術導入にも，それに直接関係がな

さそうに見える環境その他基礎学の研究者を同時に留学

させ，皆が一体となって日本林業にある技術を利用する

こととなれば，導入使用の方法にも自ら批判が加えられ

ているので，もっと異なった方向に進展したことであろ

うと感じ，当時の為政者の目先だけの考えを若干批判し

たくなるのもやむをえないことである。

日本の潔鏡では現在の技術をもってしてはこの程度で

も，まず良い方だという見方をしなければならないが、

将来は日本の環境に適する最高の技術を日本人の手で作

りあげることが必要である。それには林業林学そのもの

ばかりでなく，モット広範囲に研究を進めてもらいデー

タを集めて後，初めて開かれる道であるはずである。

のもの若干を混じて，それがPlus木として選抜されて

いることを知った。またStockholmやUppsalaで欧

州アカマツの種子の研究をしておられる方々とお会いし

て文献をいただいたり，ご説明を受けたりしたが、Asia

minorやCentralAsia産の種子が中欧や北醗灌に比べ

て著しく大きいので，欧州南東部に別の変種があるので

はないかと償問したが，その時は答を得られなかった。

帰ってから文献をたずねてみたところ，まず，欧州ア

カマツの変種が東亜にきており，モウコアカマツvar、

mongolicaといわれていることを知り，さらにREISS-

NER-FITsCHENのNadelholzkunde(1930年版）によ

れば．欧州アカマツの変種として9コを記しているがこ

の9コを整理してみるとDeutschland産とScoMIImrl産

を同じとみて，このうちからは3コを取り上げることが

でき．それにモウコアカマツを進幼nして，欧州アカマツ

には4コの地域変種が存するとするのが穏当なように感

じ，それを図示してみた。

本図はすなわちS1ockholmとUppsalaで気づいた

Aslamlnor-CentralAsia方面の大形種子のものがすで

にvar・として区別されているので，これを摘出し，さ

らに欧州の方々がまだあまり注意していない東亜産の

var.mongolicaをとり上げ，それにリンキスト巍受の

ご説明を借用して作り上げたに過ぎない。

このうち，東端変種のvar.mongolicaについては戦

時中，ハイラル高原でこのモウコアカマツを見た日本人

が大部いるようであるがハダは美しいものらしいけれど

も樹形はあまり良いものではないらしく感ずる。東南部

変種のvar・aquitanaについては鋤杉の記されているも

のを全く所有しないので，論及すらできないが,Turkey

に行かれた,SwedenのDr.NITZELmSによれば同

国の欧州アカマツは良い樹形のものがないといっておら

れたから，これも大したものでないとすべきであろう。

南一南西部変種のvar.Septentrionalis催中欧の欧州ア

カマツまたはドイツアカマツ，スコッI､ランドアカマツ

といわれるものに当り,Englandのもの催見ないからわ

からないがW-Deutschのものは，前述のとおりクロー

ネ幅がやや広いけれども樹形はスナオで良好である。た

だし，若干悪樹形のものも混じているので，どこかに悪

樹形の多いところが存在するかもわからない。北端変種

のvar.lapponicaはこれまた前述のとおり，理想に近

いみごとな樹形をしており，最近日本でも北欧の欧州ア

カマツまたはスエーデンアカマツと･して，賞用されてお

り，郷土は中部SwedenとFinlandの大部がこれに当

たっているようである。

この地域変種のうちではvar.Iapponicaが最優秀で

var.Septentrionalisがこれにつぎ，この両変種が欧州

●

●
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▼
・
日

誤植の訂正本誌1月号に下記のような誤植がありま

したので謹んで訂IEお詑びを申し上げます。

P 行誤正

●

Ⅱ！標題創立閏“へ…創立轆年へ…
1下から38行本協本の本協会の

，下から5行重点を指向して重点を指向匹

鞭のでしゞ|織欝な
2座談会林政を語る出席者欄，司会本会専務理事
松原茂がぬけておりますので補充いたします。

目次|-濡上｜巻言頭 ｜舗實
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ソ連林業
◆

視察記

神足勝浩

■

ここ1，2年の間に海ﾀ噸察をする人が急にふえて，

林学，林業界でもヨーロッパ，アメリカなどはもちろ

ん，東南アジア，南米，アフリカへも多数の方々が視察

され，おもしろい土産話を持ちかえられそれをうかがう

機会も多く，峨後いちばん諸資料の少なかった海外部門

がだんだんに充実してきたようにも思える。

ところが，ソ連9こついては残念ながら，まったく異っ

ているようである。もっとも1961年は，戦後初めてとい

ってよいほど新聞，ラジオ，テレビ等でソ連の社会経済

の現状が報道された年で，行ったことのない人々にもか

なりの正確さで環在のソ連が知らされたわけである。そ

の上，4月には人間蹴星の成功があり，年中行事の漁業

交渉が東京で行なわれ，また8月には，咋隼のモスクワ

の見本市のお返えしの意味で東京職毎でソ連商工業見本

市が開催され，その折にはミコヤン副首相が来日し，東

京と博多での戦後二度目のボリショイサーカス，圧倒的

に強かったフットボール，体操チームなどが話題になっ

たりした。このようなわけで咋隼はソ連に興味やら近親

感をいだく人もふえたが，9月の原爆実駒謂始のニュー

スは，とくにわが国に御緩を与え，いわばたいへんなさ

わぎのうちに一年が過ぎたようである。このように，わ

が国にもかなり大きな影響がある諸情勢のなかで，昨年

(X1,000名余の人々がソ連を訪れている。その数は2年

前の1959年の約300名と比べると著るしい増加である

し，またソ連からわが国を訪れる人も激増している。さ

らに鏡丘では，1960年のモスクワ日本産業見本市使節団

の団長野原型勝氏を社長とする株式会社日ソツーリスト

ビューローが設立され，いわゆるソ連圏旅行業務の一手

引受けが開始されるに至っているの定ある。

このように，わが国にもかっての鉄のカーテンといわ

れたソ連への門は，あらゆる部門に対し，またできうる

かぎりの方法と，さらにはソ連のf謝函的態勢によってか

つてないほど大きく開かれてはきたが，林業関係者の訪

ソあるいはソ連林業関係者の訪日は数えるほどで，1960

誰者：森林擬総合対策協議会

年に，当時林野庁林産課長であった森田進氏を団長とす

る林業視察団の一行5名が，極東地域の現地視察を行な

い，モスクワへは前に述べた見本市使節団員として野原

正勝氏それに業界の方々が私を含めて5名ほど出かけ，

1961年にはメルシキン氏を団長とする4名の林業視察露

の来日とハバロフスク・ソフナルホーズ森林緒局長カネ

フスキー氏ほか2名が来日し，ソ連材消費実態などを視

察し帰国した程度にとどまっている。・

訪ソ者が少ないためか，実は訪ソしてからもう1年以

上もたったし，乞われるままに2，3の林業関係誌に拙

文を披溌したので，今回は書くことをおことわりしたと

ころ，編築者のたっての願いはいかんともしがたく，気

をとりなおしてあの旅行を想い出してみることにしたの

である。

－シベリアのようす－

ソ憂鰄行の1カ月間の風物で私の脳裡に今なおはっき

りと残っているものの一つは，ナホ1，カ入港時の景色で

ある。

それは最初に目に入るソ連領土であったからでもあろ

うが，港をとりまく山々は強い海風で震生する潅木類と

ササに覆われた荒りようたる未立木地の違鐡で，宗谷岬

やノサップ岬となんら変わらないようすであったことや

さらには，海外旅行者の帰朝報告がおおむね飛行機で表

玄関に乗りつけるのに，われわれは特別仕立てのソ瑠沿

で，蝿進著るしﾚ、といわれるソ連の文化経済発展の中心

地モスクワから10,000kmもはなれた裳口，ナホトカに

着き，そこがまたあまりに素朴な風物でみたされていた

ためでもあろう。盛夏のこととて男はすべてシャ･ツとズ

ボンの軽装で，市民を代表する市長もノーネクタイ，女

はいずれも平凡なワンピース姿である。少年少女もどこ

からともなく多数集まり，意汐卜なほど親しげにわれわれ

を出迎えてくれたのである。これらの人々はいわば点々

としかない家から出てきた主婦や子供であり，大多数は

港や駅の労働者たちであったが，この人々のその明るい

笑顔は，なにかにと暗い面のことを耳にしていた私を

「おやつ」と思わせたのである。

多くの人には極めてたいくつのようだったナホトカか

らシベリヤ開発の中心地イルクーツク市までの4,500km

に及ぶ長距離列車の長たびは私にはまたこの上ない貴重

な体験であった。だから私は8ミリのカラー撮影が可能

な時間は，車窓から移り行くようすをじっと見続けたの’

である。ハバロフスク，チタなどの主要駅付近は別とし

て，とにかくわれわれの列車は緑一色の森林地帯を,森

林にとり囲まれたコルホーズやソホーズ農場の中をひた

走りに走り続けたが，針葉総体が78影というソ連だけあ

って，どこまで続いているかと思われるアカマツ，カラ

－18－
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神足：ソ連林業視察記
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対して，森林而柵か幽土の約半ばの11"3.000万ha,林

地面積だけでも国土の32%,7"2,2007Jhaに及ぶとい

うし，その林地の蓄讃はカラマツ,欧州アカマツ．トド，

エゾ．カバ類を主体とした765億m3.老齢林が多し,のに

その生長量が5徳、乳以上で．世界第1位全繊界の約殆

の森林資源を保有してし､るわけである。全ソ農業省山林

局長から受けた説明では．1956年に第1回航空写真撮影
による蓄積調査を行ない，1960年に第2回の調査を行な

っていて，早くから推計学そのものが発達している国の

上に，年間1億ルーブル（旧ルーブルすなわち1ルーブ

ル＝90円）の経饗で6,000人を動員しているうえに95％

が国宥林であるので，森林調査の糖度もだいぶわが国と

は違いそうである。？

何しろわれわれの列車は1日に5，6カ所位しか停車

しなし､ので，私もさすがにあきてきてどこでもよいから

山へ入りたくなった。幸いイルクーツクに着くとこの望

みが達せられたのである。もっとも，これは計画的に森

林視察をする時間が与えられたのではなく，これまた世

界的に有名な深さ1,700mというバイカル湖見学に付随

して与えられた自由時間中に，ソ連側の好意によって山

へ入れたのである。

1時間余りを利用して，湖畔からいずこまで続くとも

知れぬ旅分へ入る。もっともパイカル周辺は，車窓の大

部分の山が平坦地に限りなく続くのに反して，北海道の

森林を思わせる起伏のある林で，ここにアカマツ，カラ

マツ，ベニマツの天然林が続し､ているのである,ha当り

350m3は優にあり，その上棲形がいずれも極めてよく，

上長成長がすばらしい。土も気候も決してよし､とはいえ

ない北隷52度のこの地方で，植物としての生1論争に勝

ちえた木々 が，その誇りを藍色のバイカルの面に永久に

マツの幼壮齢天然更新地に驚き,．そうかと思うと，とき

にはかっての掠奪伐採によって森林とも牧野ともつかぬ

荒地が現われ，さらにまた風倒前の層雲峡の天然林その

叢まのエゾ，1．ド，ベニマツなどを主体とする林の中を

数時間も列車が走るありさまだし，鉄道にそって流れる

鰹

日

一

写真1シベリヤの掠奪伐採跡弛

…"・号“…や.?；"，ず争砿

一
一
一

写真2シベリヤのタイガ

戸L

アムール川の上支流シルカ川は水の面が見られぬほどに

木材力琉され，さすがソ連全体で流送，陸送が相半ばし

てし､ることを見せてもらっているんだと考えたりした。

シベリヤ地方の搾業は，少なくとも7カ年計画完遂時

までは需要地から遠くはなれているために，特に造材の

点ではソ連欧露部のそれと箸るしく異なっていて，たと

えば一つの林分からの丸太がどのようなものに利用され
るかは事前に決まらず，穂付プL太のままわが国でし､う中

間土錫あるいは駅土蝪まで長い距離を通ばれ，そこで始

めて合目的な玉切りが行なわれるといったありさまであ

る。

それにしても，わが国のつねに供給不足の現状と比べ

資源の上ではまったくうらやましし､限りと思う。将来木

材需要が上昇するといわれているが，当面7カ年計画の

最終年すなわち1965年でも5億In3未満にとどまる需要に

1

む

写真3パイカル湖畔アカマツ～カラマツ林
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神足：ソ連林業視察記

9,000m,Ⅱ舗塞800kmのジェット機でモスクワに向かう

ころから奇妙に緊頚惑を覚えたのである。ちょうどそれ

は，少年時代に親しい友の家，それも大きな奥深い門構

えのその家を始めて訪れる時の緊張感に似たものであっ

た。低くたれこめた密雲を急角度に降下し，モスクワが

眼下に見えたとの声に機窓に思わず近よると，モスクワ

郊外であろうか，整然と造林された林が一望に目に入る

ではないか。シベリヤの森林とはまったく異なったその

容姿に驚く。後でわかったのだがこの姿がウラルから西

いわゆるソ連欧鑑祁の林業を物語っていたのである。

ソ連の政治経済の中心はウラル山脈から西，特にモス

クワを中心としたレニングラード，キエフ，ハリコフ，

スターリングラードなどの大中都市周辺地域といえるが

一般に北部を除いて欧露部は山という山はなく，ドニチ

プル，ドン，ボルガ，ドピナなどの諸川が洋々 として流

れ，これらの川を緬黄に結ぶ運河が建設され，それらと

鋳亘，道路とが第2次産業を中心にした大きな発展を支

えてきたのであろう。このことは欧露部の人口が全ソ人

口の85％に当ることによってもほぼうかがえる。レニン

グラード，ハリコフなど市街地周辺は，ちょうど川崎

蒲田あたりと同じように工場が立ちならんでいるが，や

はり広い国で，少し都心か･ら離れると股場があり森林が

多くなる。森林はすべて造林地で，椛淑糊璽は欧州アカ

うつしだしている姿にうたれる。

この地方は,とにかく松の天然更新がきわめてよくて，

イルクーツク市周辺の開発用用材伐採跡地は，さして集

約な取扱し､をしたとは思われないのに，天然生のカバう

ドロなどの間にアカマツが浸入し，伐採後10年余りでア

カマツが円錐形の樹梢を現わし，まさに広葉縦臓を押え

ようとしていてやがてはりっぱな針葉櫛休になるのであ

ろう。

ソ連大使館を通じて，イルクーツクではぜひ世界的に

もうわさされている大木材加工コンビナートを見せてほ

しいと頼んであったが，イルクーツクのピヨニエール

（ソ連の小学生夏季赫間学校）見学の帰途，建設途上の

同コンビナートの付近を通過しただけで見ることはでき

なかった。しかし，最近の資料から今後訪ソされる林業

関係者はぜひこの地方の天紫淋と，さらにシベリヤ開発

の心臓部といわれるエニセイ川上流に位置してし､るクラ

スノヤルスク，エニセイスク，マクラコボ，チュナ，ブ

ラーツク，イルクーツクなどの企業及びコンビナートの

大きなグループ，すなわち木材工業中枢を見学する必要

があると思うのである。なかでもブラーツク木材エ業総

合体では，原木受入れから家具製品，パルプ，繊維仮1

段ボール，加水分解アルコール，飼鵬棚酵母，テレビン

油などの各種最終生産までのすべての工場が，流れ竹業

ができるようにつらなっているそうである。

p

込

一
一

一ソ連欧露部へ－

実のところイルクーツクまではナホャカの第一印象が

こびりついていたのか，今から思うときわめて気安くす

ごせたようである。ところが，イルクーツクからは高度

▲

ヂ

写真5コルホーズ員の歓迎ぶり

マツ，カラマツ，トウヒ，ドロ類などである。ハリコフ

付近のコルホーズ農場鯲郵林の造林地を見たが，黒色土

地帯にポプラとアカマツの造林が行なわれていて，アカ

マツは4年生で樹高が平均3mはあってりっぱなものだ

？た。伐期齢はこの辺ではマツが80年であるが．シベリ

ヤではマツ120年，カラマツ120～130年で計画されて

いるという。植栽直後のポプラ造林地を見たが，樹戒に

よる地栫えが行なわれている。さらに，ソ連では広大な

面積の造林事業のために人工擬縣重が相当盛んで，そのた

めの機械もいろいろと改良が加えられている。

モスクワの全ソ経済博覧会（常設）の第48号館には，

上

写真4欧露部ハリコフの

欧州アカマツ造林地
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神 足：ソ連林業視察記

林業関係の機械が館内外に所狭しと展示されているが，

とにかくソ連の林業機械化も徹底していて，全ソの木材

搬出高の73影以上を占める大木材調達企業の1959年にお

ける伐採搬出（輸送を含まない）の機械化率は90％を上

回わっている。あのような広い土地にわずか人口2億と

心､うことからして，林業において機械化は第一要件のよ

うである。最近の日本の労働事情を考えると，社会的，

自郷，条件の差があるにせよ何物かをソ連からも得たし、

ように思える。

こんなありさまで，西露部では特に国の一連の指導に

よって機械力を完全に駆使し，森林に，ここでは家具用

材林,パルプ用材林,コルホーズ防風林などはっきりした

目的を与え，育林全過程を合目的に経営し，集約な利用

木材利用合理化を徹底して行なっている。このように，

シベリヤの森林の取り扱いとはまったく異なった，森林

の取り扱いを西鱒部での社会，経済，文化についての興

味深い風物とともに見かつ聞いたのである。

にはじまる日ソ通商協定によるものであり，乱尺問題，

価格問題，樹種，その他双方の条件の折り合わぬ問題な

ども多く今なおなかなか大変のようである。だが私は，

ソ連の7カ年計画におけるシベリヤ開発計画の重要性が

中心となって，ソ連のわが国への木材輸出希望と，わが

国の木材需要の必鯛生とが，どちらかの国で大きな変化

が起こらない限り，きっと自然に結びつく性質のもので

将来徐々ながらいろいろの障害を乗り越えて，その鼠を

増大するものと考えるのである。

10月20日の朝日新聞は，来日したミコヤン氏と北村徳

太郎氏との間で，1962年春，日本財界によるシベリヤ開

発現地調査団派遣に関する話し合いがまとまったと伝え

ている。日ソ間の政治的諸問題はなお多く，さらにまた

･ベルリン問題，原燦実験問題などをめぐり，本年もなか

なか難かしぐ，まためまぐるしいことであろうが，私は

林業界から本年こそ多数の人がぜひとも出かけ，私の訪

ソ中しばしば接したあの悠然として人のよい親しみのあ

る素朴な民衆と，意外にレベルの高い市民生活の実態，

清潔な環境そしてたくましく発展するソ連経済などを

世界第一の森林資源，織械力を駆使する林業ならびIこそ

の関連部門の実態とともに十分視察しうる機会のあるよ

う心から念願したい。

○

ー祭

－おわりに－

帰りはジェット機でモスクワからハバロフスクへ飛び

ナホトカから船で帰ったのだが，ナホトカ港にはわが

国へのソ連材が盛んに職荷されていた。これらは1960年

－

応 募〆切泊ろ〃

第9回林業写真． ンクーーノレ
一

9
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南 米の

林業事情

や

原敬造

写真1スラッシュパインの造林地
プラジルカッポンポニート 唖

南米の地図を開いて見るとわかるが，アンデス山脈を

南米の背骨と見ると，ち上うど南米の蕊へソ、にあたる．

部分にパラガイという国がある。日本ではあまり知られ

てない国であるが，数年前に日パ移住協定ができて，30

年間に8万家族の日本移民を受入れることになってい

る。私の今回の南米行は，この日本人移住者の林業指導

が本来の仕事であって，出張期間は半年，仕事の内容か

ら見て相当時間的な余裕もあるので，できるだけ南米諸
国の林業を見学するつもりでいた。

南米には蕊アスター・マニアナ、という言葉がある。

本来の意味では冬また明日、という意味で別れ時に使う

ようであるが，もう一つ、明日までと約束して，なかな

かその約束が守れない、南米人特有の習性の代名詞に使

われている。南米人の人の良い反面，のんきな気質の一

端を表わした言葉である。こちらがいくら張切っていて

も，相手がのんきなのでそのペースで対処して行くより

仕方がなし､のである。また役所の勤務時間も，国や州に

よって多少異るけれども，だいたい午前中のところが多

く，私のような短期に盛だくさんな調査や見学を計画し

ているものには至極迷惑であった。

このほか言葉の不自由さや，初めからあまり意識のな

かった交通機関の問題なぞも調査，見学に大きな障害に

なって，当初計画していたような林業視察ができなかっ

た。

南米はスペイン語一色である。ただブラジルだけがポ

ルトガル語であるが，これとても相互に相手の話がわか

る程に似ていて，スペイン語が話せればどこの国にも通

ずるが，英語はほとんど役に立ないようである。視察旅

行の時なぞ，なんとかして通訳の都合をしてもらわなけ

ればならないし，それもさきさま次第で，時間的に制限

され,-1-分な調査ができない。たまたま一人ぼっちにな

ると全く困る。外食の時なぞついスープとビフテキで我

慢してしまう。

パラガイの交通機関はたいへん貧弱である。国土は廊

本より少々大きいが，鎌首の総延長は私設産業用のもの

まで含めてわずか1,130km,一般公共用のものぱ首府ア

ス.ンシオンとアルゼンチン国境エンカルナシオンを結ぶ

もの－本あるだけ，パラガイの南部草原地帯を走ってい

る。エンカルナシオンは日本人移往の基地のような所で

移住関係の会社や農協，日奉人旅館なぞがあって，諏欠

日本人色のたかまりつつあるこの国霊二の都会である。

汽車は週に三回運行しているが,370kmを15時間もか

かる。施設の関係でこれ以上のスピードが出せないのだ

そうだ。鉄路はかんたんな道作りの上に枕木を並べ，そ

れにレールを引いた程度のもので，草が生えてまるで芝

生の中に鉄路がついているように見える。ある人が列車

の窓から首を出したところ，熱くて仕方がない。変だと

思ってフト下を見ると，線路の下草が燃えていたという‘

話がある。道路もまた貧弱である。この国経済開発土大

きな障害とされている。現伏は五つの幹纐菖路と目下建

設途上にあるチャコ横断国際道路（ボリビヤに通ずる）

の6本で，その総延長は1,147km,このうち約100kmだ

けがアスファルト舗装である。テラロシア土壌は乾くと

ツルハシでたたかねばならないほど堅くなるが，雨が降

るとすぐ･泥渉になる。このため雨が降ると，道が乾くま

で自動車なぞの交通が禁止される。道路を,儒護するため‘

である。この取締りは非常に厳重で，旅行の途中にでも，

長雨にあうと思わぬ所で長逗留させられることがある。

スペイン語のできない者には，自動車旅行はピクビクも‘

のである。陸上交通がすべてこのようなので，単発の空

のタクシーや小型飛行機の利用が割合に盛であるが，こ・

れも天気次第で，計画通り行かぬことがしばしばで，ず

いぶん迷惑したことがあった。

このようにあれやこれやの隙砦があって，初めに考え

ていた南米諸国の材錐視察なぞとてもできなかった。祷

局直接仕事に関連のあるブラジルとアルゼンチン，しか

もそのごく一部を鰯闘間で廻った逗けに終ってしまった

4

~

△

卓

』

筆者：林業試験場
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原：南米の林業事情

そのうち10本前後のものは直経45cm以上あるといわれ

ているが・私の見たところでは，より大径木の密度の蒜

い所もあった。パラナ松地帯の開発は従来から行なわれ

てし､るが，ブラジル木材界でパラナ松材の占める地位は

高く，重要である。ベニア．パルプなぞに消饗されるも

のを除いても，最近5カ年，年に270～340万rn3の製材

品が生産され，このうち約100～80万rn3は輸出に向け

られている。大口貿付国はアルゼンチン（50～80万m8>

で，同国から輸入する小麦の交易物蟹として重要であ。

る。パラナ松の保有資源は現在三億余In3と推定されて

いるが，最近の需要増による増伐は資源の前途に不安を

与えている。パラガイ国境のイグアスからパラナ州のグ

リチノバまでの国際道路付近は、昔からパラナ松の主要

生産地である。道路沿いには，今なお製材所が点々とあ

って・遠くから素材を運んで来ているが，付近は見渡す

限り小経木が残ってし､るだけである。伐採の制限，輸砥

の制限，公共機関の設置による予備刺制度，伐木製材を

通じての木材の合理的利用，伐採業者への植林の義務付

けなぞが対策として考えられている。

パラナ松の植材はまだ微々たるものである。パルプ会

社が糎来の原木を確保するための必要から植林を始めた

程度である｡それでもクラピーン会社(パラナ州にあるブ

ラジルで最も大きい会社，パルプ総生産鐘の％を生産）

では過去10年間に3万haの植林を行なっている。会社

の計画によると17年伐期で年平均成長謎13m3と見込人．

× ××

16世紀の頃，ポルl･ガル人が金銀財宝を求めて南米に

やってきた。しかし不幸にして目的を達せぬままに，当

時赤色染料に利用しいたブラジルウッド(Coesalpinia

echinata)を採取していた。ブラジルという国名はこれ

に由来するもので，森林面積4"ha,世界有数の森林国

ブラジルにはふさわしい名であるともいえる。

ブラジルの森林資源は大きく別けて，熱帯林の池或と

亜熱滞林の地域とに別けられる。このうち熱帯林は直職

的に75％を占め，その大部分はアマゾン,パラー,マット

グロッソ,ゴヤスの諸州,未開調池帯にある。常緑広葉樹

林で，交通，運輸の便が悪く、今のところ経済的価値は

低い。これに反して，亜騨嬬地域には，広葉樹のほかブ

ラジルの代表的木材であるパラナ松(Araucariaangno-

tifolia)の天然体やサンパウロ州を中心とした広大なユ

ーカリの人工造林地があ．って，経済性が高い。ブラジル

の林業生産が活溌に行なわれているのもこの地帯で，サ

ンパウロ州のほかパラナ、サンタカタリナ，リオグラン

ドスルの諸州がこれにあたる。

ユーカリは私の歩いた範囲内では，南米どこにでも見

られる横緬で，日本の富士山より高い海抜4,000mのボ

リビヤのチチカカ湖畔にも植林地があるが，ブラジルの

サンパウロ州を中心としたユー･カリの植林はラテンアメ

リカ最大の規模の施淋で,面積40万ha以上といわれ,成
長もきわめて良好(10年で1ha260m3)である。そもそも

この植林の成功はパウリスタ鉄道会社のEdm']ndoNa-

vasrrodeAndrade氏並にその協力者の研究に負うとこ

ろが多い。鉄道会社へ原木(主として薪林)を供給する目

的で.1903年からユーカリの研究を始め，約150種のユー

カリを原産地から求めて，適応性,生産性,育林方法なぞ

の試験を行ない，現在のユーカリ造林の基礎を築いた。

この資源は今でも薪材の給源として重要であるが，建築

電柱，枕木なぞにも利用されている。また最近は国の紙

増産計画に基づいて,内外資本による紙,パルプ企業が活

溌になり，パルプ用材としての需要がのびている。植林

地が大都市，港湾に近く，第一級国道や鋳凰の利用にも

便利で，パルプ企業に好条件を具えているためである。

パラナ松の自生地は，ほとんどパラナ，サンタカタリ

ナ，リオグランドスルのいわゆる南三伯地方に限られ，

他所にはきわめて稀であ号。特にパラナ州は最も蓄穣多
く，その分布範囲は700万haといわれている。このた

めパラナ松の名称がある。十分成長すると20～25m(最

高50m)直径50～90cm(最大約2m)雌雄異株の喬木

である。成木は通直な幹の上端部に大枝をつけ，パラソ

ルに似た格好になるので傘松の名もある。パラナ松地帯

といわれる地域ではha当り約50本のパラナ松があり，

､

耳

《
〆
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･

写真2スラッシュパインの造林

ブラジル，カツポンポニート

でいるようである。またリオデジャネロに国立樫研究所

(InstitutodeNationalPinho)があ.る。ここは研究所

といっても，パラナ松に関する加工，輸出，統計なぞに

ついての行政的な仕事をやっているが，このほか全国に

四つの試験地をもって，外国樹種（針葉御の移植に関

する試験や，試験とPRと事業をかねた大規模な有望樹

種の植林を行なっている。この試験地の一つ，サンパウ
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原：南米の林業事情

ロ州カッポンポニーI､試験地では，従来からパラナ松を

中心に植林を行なっていたが，齢丘はスラッシニパイン

(PinusElliottii)に力を入れてし､る。サンパウロ州では

パラナ松より適性樹種であるという試騒詰果が出たため

である。

ブラジルの紙，パルプ工業は第二次大戦後急速にのび

たようである。1959年の紙の生産は46.5万tpパルプは

21万tで，自緯率はそれぞれ7認，71％である。特にパ

ルプの生産ののびは著しく，過去5年間で3倍に達して

いる。また計画によれば1961年にはわずかながらも輸出

可能になることになっている。パラナ松やユーカリ讃源

が背景にあったためである。

××’×

アルゼンチンは保有天然林菌職4,860万haといわれ

ているが，これに&ま散生林，疎林あるいはアンデス商地

の森林も含まれてし､る。実際に生産的な天然林は2,290

万haで，主としてボリビヤ，パラガイ国境に近い北部

亜熱帯の広葉犠淋で,今なお交通不便な所が多く,開発に

努力しているが，国の帯謹の一部を満しているにすぎな

い。針葉樹は北部アンデス地帯に空⑥doca工puS,Liboce-

drus,Araucariaなぞ数種,自生しているが,経済的に

役立っているのはブラジル，パラガイ国境地帯の小地域

にあるパラナ極天然林だけである。全体に森林資源の価

値は低い。1950年～58年平均で，製材品の年生産錘は66

万nl3毎年100万In3前後の木材を輸入している。また

紙は50万tの需要に対して，自給36万t,これに要する

パルプの自瀧津は，34～40％，輸入紙のパルプまで考慮

すると，大きなパルプ輸入国である。1957～59年，3力

写真3パラナ松11年生
ブラジル，カッポンポニー卜

一

年平均木材並にその加工品の輸入8,340万ドル，紙およ

びその加工品3,150万ドル，これだけで総輸入額の96％

に達している。

アルゼンチンに森林鐸原保全法が成立したのは1950年

以来植林奨励とパルプ工業育成の政策がとられてきた。

造林資金の貨付,種,子苗木の無料配布，税の免除，試験

研究の推進なぞ一連の造林奨励策によって，順次植林が

進んでいる。特に造林資金の貸付は返済期間20年，利率

5％（植林後3カ年たって80％以上の植林が完了した場

合はさらに2％割引く)直接造林費のほか椛造物の改良，

管蕊者，直接技卿禧の賃銀まで貸付の対象とすることに

なっていて，植林しやすいようになっている。なおこの

貸付金は輸入木材の付加税をもってまかなっている。

ヴェノスアイレス近くのラフ・ラタ河三角洲地帯は従来

から果樹その他の艇産物の箱材用にポプラ，楊の植林が

行なわれていたが，最近パルプ増産計画に基づいて，メ

カニカルパルプ工場が作られ，植林面談も13万haに達

している。アルゼンチンでは最もまとまった人工造林地

である。またここには，ポプラ，場に関する研究所があ

って，造林機械化，育種，育林に関する研究が進められ

ている。‘

ブラジル国境のパラナ松自生地域にも今から数年程

前，ケミカルパルプの工場(日産100t)が作られた。従来

ここのパラナ松はベニア用に利用されていたので，ただ

でさえ少ない資源をパルプと分けあって，今ではほとん

ど伐りつくされた観がある。しかし計画的な社有林の植

林や民間の植林が進んで，現在1万5¥haに近いパラ

ナ松造林地ができ上っている。またこの地方には最近ド

イツのクルップ・会社がパルプ企業進出の準備をしている

そうで，これらの事備も反影して一般に植林熱は高くな

りつつある。なおここにも国立の松の研究所があるが，

研究スタフもわずかである上，造林貸付金の査定業務ま

写真4 パラナ松植休地

（パルプ会社々 有料ウ
アルゼンチンミシネネス
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る。まだ開発への投資も少なく，2，3専用の森林鉄道

をもった会社があるが，一般には川や道路の近くがわ

ずかに開発されている程度である。パラガイの木材市場

ば需要のきわめて少ない国内の地域的市場と，樹種や材

の大きさに選択的な外国市場とがある。有用樹種と名づ

けられるものは,少なくとも50種以上あるが,実際に輸出

されている樹種は1数種である。特にラパチョ(Tabe-

buiaipe)セドロ(Cedrelafissilis)の2種は総輸出材

の65％を占めてし､る。輸出丸太の規格は13"×13"以上，

長さ8.5m以上で，このような条件にあう樹はha当た

りわずか2～4本しか得られないので，伐採も運材も原

始的な方法がとられている。較極的に森林開発のできな

いのもこのためである。

植林はユーカリがアスンシオン郊外にまれに見られる．

ほか，少々まとまったものが－つ，拠糖会社にある。甘一

簾運搬用の鉄道の燃料給源として艇緋跡地に植えたもの‘

である。またコロニアに行くとマテ茶と油桐の栽培が目

立つ。これらはコロニアの無肥料腱業にとって、永く地

力を維持さすために格好な商品作物として重要である。

マテ茶はこの地域固有の樹祁マテ(Ilexparaguensis)の．

葉芽，小枝の乾燥粉末で昔は天然林から採取してい・

た。現在飲用者は1.000万人といわれ，アルゼンチンを．

主としてパラガイ，ウルガイ，ブラジル，チリの一部に

拡がっている。パラガイの主要輸出品の一つである。

パラガイにはまだ砿物資源が発見されてなし､，このた

め政府は森林資源の活用，特に紙，パルプ化に大きな癖

待をかけていゑ数年前アメリカと共同で相当大がかり
な技術的調査を行ない中間報告を出している。また外資

導入を計るため，関税その他に特別な処腫をとることに

もなっている｡最近国内の市場(年峨要3,000t)を
対象とした日産5tの小工場が国内資本で操業を始める

ことになっている。ただし原料の主力は竹で，木材資源

とは結びついてし､ない。

× ××

このほかの国の糾難事情は賞料もないので，知るすべ．

もないが，だいたいパラガイに似ているのではなかろう・

か。ただチリーでは松(Pinusinsignes)の造林が進み

つつあると聞いてし､る。

南米にはまだ広大な森林資源力識っている。一方植休

も徐々に進みつつある。しかもその生育は良好である。

柊来識愛する可能性を多分にもっているように思われ‐

る。

でかねているので．余り活簸に研究が行なわれていない

ようである罰

パラナ松の植林はアルゼンチンでも，ブラジルでもま

だ植林経歴が浅く，植栽間隔，間伐、収穫量なぞ．育林

一般にまだ未知のことか多く．今後の研究に待つところ

が多い。セルローサアルヘンティナ会社林業部の想定に

よると,ha当り植栽本数3,000|～2,000本，植栽後7年

目に第1回間伐(収睡14～16t)10年目に第2回間伐（収

型14～20t)以上3,4,5回の間伐を行ない,25,年目に経

済樹高平均20m、平均直径36cm,年平均成長量10～16t

“～25m3)を期待している。また艇林省ではha当り

10年で230m3,年平均成長侭23m3というデーターを出

している。

最後にアルゼンチン林業で忘れて瀧らなし､ケブラチョ
(Schinopsisbalansae)林業にふれておこう。パラガイ

|到塊チャコ地方にあるケブラチョはタンニンの原料とし

て昔から有名である。昔は丸太のまま，欧州、アメリカ

に輸出されていたが，今は抽出して輸出されている。年

輸出額1,800ドル，この国唯一の輸出林産物として重要

である・しかし最近は攪源の減少とアメリカ市場におけ

る代替品の進出によって，生産は漸次下降しており，先

の暗し､産業のようである。

× ××

パラガイはすでに述べた通り，国土は日本よりやや大

きいが，人口はわずか180万人，南米でも経済的におく

れている農業国である。工業らしいものとしては，轄唐

食肉加工，タンニンなぞ艇*峰醗吻の加工ｺﾆ業がわずか

にある程度で，鍋，釜，トイレットペーパーまで輸入し

ている。国の予算もひどくこじんまりとしていて，1960

年（この年度に限り4月～12月）は20億ガラニー（1ガ

ラニーは約3円),うち国防省5億4千万，内外債2億3

千万，農牧省6千万ガラニーとなっており，農業国であ

りながら腱牧省の経擬はわずかである。輸出の主要なも

のは,食肉が加工品,牛皮，木材，ケブラチョタンニンで

うち木材は16万41:･t,米価で500万ドル，総輸出額の

18.6％，ケブラチョタンニンは3万3千t,295万ドル，

11形を占めている。木材輸出の大部分は南米近隣諸国で

特にアルゼンチンには総遜の81影が峨出されている。総

じてパラガイの経済はアルゼンチンと関係が深い。

パラガイは国の中央を南北に流れるパラガイ河で二つ

の池或に別けられるが，西にあたるチャコ地方は草原を

主にして，ところどころに森林が散在し，草原は牧畜，

森林からはケブラチョが生産されている。また河の剰則

東パラガイ地域は亜熱滞:広葉縦嚇が大きく拡がり．木材

の生産池或である。森林の総面費は2,000万haといわ

れ，国全体の54％を占めているが，大部分は未開発であ
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意味で，開発が考えられているのである。

これをたんにビジネスという面からのみ考えると，思

ったより進展が遅いし，またいろいろ困難な問題もあっ

て投資の安全をはかることもできないかもしれない，と

いうようなことで，なかなか具体化しないであろう。

しかし東南アジアの開発問題は，わが国に与えられた

重要な役割りであり，ぜひとも実行しなければならない

ものなのである。ことに36年ごろからは海ﾀ罐済協力問

題がいろいろな面で注目を浴びており，世界的な盛りあ

がりをみせている。すなわち，先進国は，後進国との経

済格差を是正するために，後進国の開発に必要な擬金を

負担しようとしているし，この前のDAG(開発援助グ

ループ）の会議では，国民総生産の1％を後進国の援助

に出すべきではないかという意見もみられた。

このような世界の成行から一一米ソ両国の対立をこえ

た一インドネシアの総合開発にも,すでにアメリカ,西

独などの自由諸国，ソ連，チェコスロバキアなどの共産

圏諸国などが稜極的に協力を申し出ている現状である。

それゆえわが国においてもカリマンタン開発に協力し，

インドネシア側の立場にも立って，この事業を促進しな

ければならないことがあきらかであろう。

開発の必要性

わが国において，カリマンタン（旧蘭領ボルネオ）開

莞の問題が関心をひくようになったのは，その恵まれた

木材の供給源としてであった。すなわちたゆみなく成長

を続ける経済の発展に伴って，木材の需要も急速に増大

弓したが，これに対して供給は追いつけず，このため絶え

･ず需給のギャップになやまされてきた。

そこで木材の輸入量は，飛躍的に上昇を続けていると

”いうものの，このうち最も数量の多いラワン材の伸びは

しだいに頭打ちとなってきた。ラワン材の輸入先娃，ほ

とんどフィリピンに依存しており，いまのところほぼ75

影を占めているが，フィリピンは早くからラワン材が開

発されてきた関係もあって，生産量はここ数年のあいだ

，ｻこ倍近くになり，そのため資源の急速な滅退が始まった

と伝えられている。しかもフィリピンは，工業化をすす

-める第~段階とし＄て，木材からいろいろな選業を起して

-おり，国内においては，できるだけ丸太のままの輸出を

制限しようという動き･もみられるに至った。そこでフィ

リピンからのラワン材の供給がこれからも耀功pすること

他はむずかしく，むしろ減少する可能性がつよまってきた

.といえる。

それゆえ長期的なラワン材の見通しでは，どうしても

これにかわる供給地が求められることとなり，ここにカ

リマンタンの舞原がクローズ・アップされてきたわけで

-ある。そして，さる35年に瞳は具体的な現地の調査が行な

-われ.その綺果,きわめて有望なラワン材の産地であるこ

とが，あきらかとなった。その後，引き続いて開発計画

がすすめられてきたが，その方針はただ日本の原料確保

鰯のため開発する，あるいはそのためのプラント輸出だと

か，賓金を出してやらなければならないとかいうような

ことにとどまらず，対インドネシアとの経涜協力という

▲

す

史

カリマンタンの責源

カリマンタンは，インドネシア共和国の外領で，面識

はわが国のおよそ1倍半もあるが，人口は40万人にすぎ

なし､。その北西は英領ボルネオおよびサラワク領;こ接し

ており，東はセレベス海，南はマカッサル海峡に面して

いる。気候は赤道直下とはいえ，海洋性で気温は25｡C

前後，湿度はたかく，雨量は多いといわれている。開発

の対象となっているのは，カリマンタンの東北部で，東

カリマンタン州に属するヌヌカン，タラカン，ブラウお

よびサンクリランの地域である。これらの地域は大きな筆者：林野庁林産課
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松田：カリマンタンの森林開発について

河に沿って広大な森林におおわれており，交通はわずか

に船による沿岸輸送が行なわれているにすぎない。した

がって産業も英領資本によるシェル石油の採取，製精の
、

ぼかはみるべきものはなく，まったく未開発のまま残さ

れているといえよう。

さて，森林の状況は，海岸近くの低地や河口に沿って

マングローブやニッパヤシが叢生し，内陸に入るにつれ

て熱帯降雨林が繁茂してくる。熱帯降雨林は二羽村料や

．マメ科の広葉樹が主体をなしているが，このうちラワン

などの有用材が生育している。このたびの調査対象の地

域(面積138万ha)の森林資源の量は，有用材(ラワン，

カブ・一ル、ウリン，クルイン，バンキライなどの櫛腫の

胸高直径35cm以上のもの）のみで,1億4千万Xn3,

ラワン材だけでも6千万nl3に及ぶといわれている。こ

れは有用材の蓄積がha当り80～120m3であり，うち

ラワンがおよそ70影含まれていることを示している。生

産材の径級は，現在のフィリピン材に比べてやや小さし,、

が，材質はわが国の市場においても十分満足しうるもの

である。しかもこの調査地域は，東カリマンタン州の約

､7％にすぎないことからみて，いかに巨大な森林資源が

分布しているかがわかるであろう。ところでインドネシ

アの森林は国有または州有であるが，維業としてはジャ

'ﾜ本島におけるチーク材生産のほか積極的な経営は行な

われていない。したがってカリマンタンの森林も営林署

による一部の丸太の生産が見られるのみで，あとは全く

手がつけられていない状態におかれている。それゆえわ

が国の協力によって木材資源が開発されることは，イン

ドネシアにとっても大きな期待が寄せられ，同国の経済

開発のパイオニアともなるべきものである。すなわち長

"いあﾚ､だのオランダ植民地政策により支配されてきたイ

ンドネシアは，いままでのモノカルチュアルな経済構造

を改革すべく新しい経済建設を推進しているが，そのた

めには石油，ゴム，錫，コプラなどの原料輸出の拡太を

はからなければならない。これらの輸出品のうちで最も

豊かな資源を有し，かつ開発の確実性のたかい木材が注

‘'目を浴びたのは当然であり，しかも木材からし､ろいろな

産業がスタートし，工業化を促進するとともに，農業な

どの前進基地ともなりうるものなのである。

開発の構想

カリマンタン総合開発の一環として，森林資源の開発

:を行なうわけであるが，さしあたり東カリマンタン州の

一部における森林開発10カ年計画が策定された。この計

画では10年後の生産目標は年産500万Xn3として，生産量

を遂次たかめてゆき，さらにそれ以降においても生産の

水準を持続しようというものである。しかも生産材のう

ち対日輸出用として300万m3(60%)を期待するとい.う

考えである。またこの開発に必要な資金は，全部で455

億円にも達するが，このうち日本側が融資する金額はお

よそ145億円である。すなわちわが国は開発に用いる機

械などの第一次投資の擬金の10カ年間の合計が145億円

ということで，これらプラントを延払い条件により輸出

するとともに技術的な協力も行なうという形をとること

となろう。一方インドネシア側においても，生産された

木材を国隙価格で日本側に売りわたし，その代金の一部

をもって償還に当てるということになろう。したがって

償還残高の累計は7年目がピークとなり，およそ71億円

となる。なお事業の進展に伴って必要な追加，更改投資

ならびに現地所要資金は，インドネシア側でまかなうも

であるがこのうち追加更改投資を含めた10年間の開発

機械の輸出額は230億円に達するといわれている。この

ように大規模な關発であるだけに，わが国においても、

広い視野と高度な見地に立って事業を行なわなければな

らず，そのためにまず両国間の基本的な了解が必要であ

る。すなわち貿易，出入国管理関係制度や，事業の遂行

上の潰務保証，現地所要資金の調達などに関するインド

ネシア政府の保証などいろいろの問題があり，また国内

におb､でも海外経済協力基金にも期待しなければならな

し､ため，日本側における体制の一体化がのぞましく，イ

ンドネシア政府もこれを強く要請しているもようであ

る。

そこでいまのところ日本，インドネシア両国の協力方

式としては，それぞれの国内体制を一本化して，日本側

には「開発協力磯関」を，インドネシア側には「開発機

関」をおのおの設立し，両国の密接な提携のもとに開発

を計画的に行なうことになるわけである。したがってカ

リマンタン開発の事業は，インドネシア政府のもとに設

立された「開発機関」が，日本側の「開発協力機関」の

擬金的，技術的な協力を得て実施するということになろ

う。

以上がこれまで計画されている基本的な開発の考え方

であるが，なおこのさい技術指導の問題をとりあげなけ

ればならない。開発のスケールからみて木材の伐り出し

から，運撤，さらには船讃みにいたるまで，作業は機械

化されるので，労働者の訓練がどうしても必要となって

くる。そのため林業織械を中心とする技術の養成ができ

るだけ早い機会に行なわれなければ，開発のネックとな

ることはあきらかである。さいわい日本政府においても

対人技術協力の一環として「林業技術センター」の設置

を考えているようであるが，いまのところとくに,現地

の労働者の質の低さと不足とが問題となるだけに，実施

が一刻もはやく実現されることが望まれるわけである。
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松田：カリマンタンの森林開発について

カリマンタン森林開発計画委員会」の正副委員長が来日

し，この問題について会談がなされたが．スカルノ大統

領の発言にこだわるならば，なおインドネシア政府の閣

議にも了解を求め，開発を不安なく促進するよう決定し

たいとの意向が述べられた。続いてインドネシア政府の

実力者であるハエルル・サレー基幹産業大臣が来日され

外務省の斡旋で，南方林業開発委員会の小林会長らと

会談が行なわれた。この席上，サレー大臣は，さきのズ

カルノ大統領と日本側との話し合いの内容については誤

解があるとして，股業移民の事業は，し､ろいろの新しし、

鉱工業，林業などと結びつけて計画してゆこうというの

が，スカルノ大統領の意図であり，決して新たな移住者

をもってする新社会建設の費用まで林業グループに負担

させようというのではないことをあきらかにした。そう

して移住開拓事業の方は，あくまでインドネシア政府が

自分の費用負担において行なうことを強調し，さらにイ

ンドネシア側の櫛想をはっきり理解した上は，計画の早

期実現に努めてもらし､たい旨を表明した。このサレー大

臣との話し合いに基づし､て．一応日本側が最も心配して

し､た磯業移民との関連はあきらかとなり，他方，黄田大

使からの公式な報告がありしだい軌道に乗ってくるもの

と考えられてよいであろう。

最近の経過

インドネシア国家建設8カ年計画（1961～1968年）は

すでに昨年から始まっているわけであるが，カリマンタ

ン開発もこの計画の一部に織り込まれており，有力な財

源造成となってし､る。ところで国民生活をレベルアップ

するために必要な財源を開発するものを,Bプロジェク

トと呼んでいるが；木材の輸出による外貨の稼得に大き

な期待がかけられてし､る。そうして36年の8月末にBプ

ロジュク1,としての外貨獲得の手段として，カリマンタ

ンの森林を開発するため，インドネシア政府は「東カリ

マンタン森林開発計画委員会jを設置するに至っている。

この委員会の任務は，開発による協力方式に関して日本

側と交渉することにあり，委員長は，ジャルマン氏（農

林大臣補佐官)，副委員長は，スマルヨ氏（国有林野公

社々釣である。このように，インドネシア政府におい

ては，艇林大臣命令により開発機関が設置され，同時に

国内体制の整備と強化をすすめているわけである。

一方わが国においては，35年に日本．インドネシア両

国の共同調査の結果に基づいて，開発の構想を作成し，

インドネシア側にも提出した。そして国内的には，南方

林業開発委員会(会長小林準一郎氏，副会長三浦辰雄氏）

が中心となり関係各官庁はもちろん，自民党ならびに経

団連と緊密な連絡をとりながら全面的な体制のもとで日

本側の協力機関の設立準備をすすめてきた。すなわち36

年の2月から4月にかけて，経団遡経済協力委員会なら

びに自民党対外経済協力特別委員会と数度にわたる懇談

がもたれ，さらに，外務，大蔵，通産，企画庁，林野庁

など各省の担当局長とも意見の交換が行なわれた。そし

て4月には，木材関連業界で「カリマンタン開発準備世

話人会」が発足し，しだいに体制化への盛り上がりをみ

せてきた。

ところが，36年6月末にスカルノ大統領が来日された

さい．カリマンタンの林業開発が艇業移民問題と関連し

てとりあげられ，このため多少の誤解が生まれることと

なってきた。すなわち大統領は「インドネシアの森林開

発は，ただ単に木材の伐採利用を目的とするものではな

く，跡地の農業開発によって，ジャワ本島の過剰人口の

吸収に効果のあるものでなければならなし､」といった内

容の発言がなされ，このことから，日本側においては国

内移民計画との関連において森林開発がなされるのでは

開発計画そのものまで変えねばならず，基本的な了解す

らあやぶまれると考えられるに至った。そこで駐インド

ネシア，黄田大使を通じて，さらにその意向を確かめる

ことになり，現在同大使よりの連絡を待っているという

わけである。

その後，10月には，前に述べたインドネシア側の「東

巳

▲
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今後の見通し

はじめに案じていたインドネシア側の国内事情も，そ

の認識がたかまるにつれて，むしろわが国の対インドネ

シア経済協力こそ考え直さなければならないこととなっ

てきた。そのため日本側の関係各省庁による同開発に対

する連絡協議会的な組織をつくることも必要となり，ま

た民間においても関係業界による協力により，しだし､に

開発討画を具体化していくことも急がれる。そうして，

両国政府の基本的な協力のもとに，両方の開発機関が協

定しながらカリマンタン開発を実施する日も遠くないこ

とが予想されうるのである。

さらに日本側の立場からいって，インドネシアを含め

た漸落アジアの国々のことを忘れるわけにはいかないの

である。日本の経済発展の上からいっても結局日本は貿

易によって立っていく国であるし，これからは近所隣り

のアジア諸国の経済の向上にも役立つような，そうし､う

長い目でみてお互いに拡大するような関係を考えていか

ねばならない。したがって日本の工業が高度化し、技術

的にもすぐれた国家として成長したからには，これから

の東南アジア開発問題，ひいてはカリマンタン開発とい

うのは，広い意味での経済協力が必要であり，そのなか

での日本の役割りをりつばに果すことがいっそう望ま

れ，また努力されなければならないことであろう。

~”

ー
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東南アジヤ各国の林業技術者に聞く
’
一

コロンボ計画に基づく，アジア諸国の技術開発の一環として，林業については，技術の講習会が林野庁，

林業試験場において昨年5月から約7カ月にわたって行なわれて来たが，終了式のあった11月のある日の午

後，本誌では林業試験場の研修センターを訪れ，7カ月間の講義や見学旅行で感じたことを気楽に話しても

らった。以下はその要約である。

なお，このインタビューについては特に林業試験場の松井光蕊氏，中村章氏および飛岡隆氏のご配慮と通

訳をわずらわしたことを付記して深謝する。

|’G

Mガルシア氏（フィリピン・材業局監督官）ボクサー

のレオ・エスピノサに似た精惇な面がまえ，熱弁家らし

く手ぶりよろしく語る。

－日本林業の印象は？－

フィリピンではまだ，開発されていない森林資源が，

非常にたくさん残っているのに対して日本ではもうす

でに戦後の伐採で，森休費源は，ほとんど枯渇している

んじゃないかと私は思います。しかし日本の技術そのも

のは，非常に進んでおります。ですから日本のこの技術

をフィリピンにもっていくというのは，非常に有効なこ

とで，私もそれを早く吸収したと思います。

一･･論議についてはいかがですか

いろいろ教えていただいたり，資料をいただいたんで

すけれども，うまい具合に，英語ですべてを知らしても

らうことができなかった。誰義も，大部分が通訳を通じ

ての講義なものですから，理解に暇がかかりました。

T.A.サントス氏（フィリピン・科薬局・上級険収訓練

官）白面，金髪。金色の長いまつげが印象的。落ついて

ゆっくりと語る。

－フィリピンにも林業技術協会のようなものがあるそ

うですが？－

ソサエティ・オブ・フィリピノ・フォレスターズとい

います。政府が援助していまして，国の研究機関あるい

は政府で考えた技術は，かならずこの会を通じて知らさ

れております。日本にも林業技術協会があると聞きまし

て非常に親しさを感じます。40年もの歴史を持っている

んだそうですね。ぜひお互いに交換したいと思います。

そのためには英文で書たものがあれば結構ですが。

－－研修の成果について何か一

立地が違っておりますからやはり使う技術も違います

けれども，考え方の上では十分わが国に導入できると思

います。

U.ソ､一オン氏（ビルマ。』黙f省権鱈邪）日本人によく

似た風貌，そろそろ貫録が出て来始めたといった体躯を

ゆするようにして野太い声で語る。

－ビルマでは象を使っているという話を聞きました

が，そんなところから－

ビルマでは,まず伐る木が非常に多いことと,山が瞼し

い所が多く，人間がなかなか取付けない所があるので機

械の導入も困難です,そういう所では象を多く使います

ビルマではまた，イカダを組んで木を迩般するとし､う

ことを，さかんにやっておりますが，これは運賃ｶﾐ非常

に安くすみます。日本の材錐に関しては，砂防工事は非

常に進んでいると思い堂した。ヨーロッパにも行ったこ

とがありますけれども，そっちに比べても非常に進んで

いる。国に帰ったらぜひその技術を導入したいと思って

私は特にそのほうを丁寧に見学しました。

M.A.ムノーズ氏（北ボルネオ・山林局立木官）

一一林産加工コースでしたね，その方のご感想は？一

非常に実り多い識習であったと思います。北ボルネオ

では,80から90パーセントがディプテロカルブスを生産

しており，それをほとんど丸太で出してしまっておりま

す。そのお客さんが日本です。日本では，非常にベニヤ

とか合板の工業が発達している。そうし､う実情を十分見

学できたのは幸福だったと思います。それから繊維板工

業は特に技術が進んでいて，非常に興味をひかれまし

た。北ボルネオでは，1959年にやっとベニヤ工場がで

きましたが，合板工場はまだありません。しかもその建

ったばかりのベニヤ工場は1961年に燃えてしまってし、

ま再建中です。いずれ向うにも合板工場ができるでしょ

うが，そうい状態なものですから，今回の研修は非常に

有益でした。

－日本でラワンの輸入先といえば，まずフィリピンと

昔は栂易が決っていたようなものですが，近ごろは

ボルネオ材も大量に八っております。品資の点でボ

ルネオ材がよいとか，やっぱりフィリピンのものが

いいとかいろいろ問題があるようですが－

それは輸出目的が違うんです。フィリピンは，ベニヤ

甜拳
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東南アジアの林業技術者に聞く

ふるえている。ご苦労様です。

－インドネシアの材業について一つ－

ジャワ本島は24％が森林に覆われています。他の島は

60％が森林で，主としてラワンです。なおスマトラの開

発が始まり，政府によって，いまレーヨン工場が建てら

れようとしています。これはラワンからレーヨンパルプ

を作ろうというもので，おそらく1963年にはでき上がる

でしょう。それからまたカリマンタンでは，製材工場と

合板の会社がつくられようとしていて，政府はひとそろ

えの資材を雌入しました。またジャワとセレベスには竹

林がありますが，そこでいま日本人が，パルプエ場を建

てようとしています。

郭世鉱氏鱗国・農林省土地侵蝕予防係長補佐）権寧大

氏とともに研修生の中ではご年配の組と見受けた。やは

りすぐお隣りの国の方。われわれには一番なじみやすい

零囲気をもっている。しかも日本語で話して下さる。

－－番印象に残ったことは－

いまどこの国でも同じですけれども，日本の搾業が一

般産業に比べて不荊な条件にある。それを克服するの

に，ほとんどの林業人が努力しているということが，い

ちばん印象的でした。それは結局，早期育成とか短伐期

ということで表現できるかもしれませんけれども，こう

いう方面に国の政策が傾いている。これ&まいま全般的な

木材揺房の変化と，一般経済生活がしからしめたのであ

ろうといえるけれども，こういう現象があることは，林

業人として喜ばしいことだと思います。

権寧大氏（韓国・*鐸試騨易利用科長）

－権さんは林産コースでしたね。

いかがでしたか？－

お礼をいわなければならないこと，印象に殺ったこ

と，またお願いしたいこともいろいろありますけれど

も，そのうち印象に残ったのは，京都の北山の台スギで

すね。あのぐらい林地を集約的に利用しているところは

めったにないんじゃないですか。まだ印象に残っていま

す。それから竹林ですね。それと私は林産コースで，工

場なんか見ましたけれども，工場に研究施設をもってい

るところが，だいぶありますね。私は韓国の材営籍試験場

におるんですが，一般的に工業経営においては，目先の

利益だけで動くという傾向があるんじゃないかと思うん

です。それがかえって研究室のほうが立派なところがあ

りました。こういうところへいきますと，工場自体が非

常に整備されて新しいふんいきが感ぜられました。そう

いう点で，やはり一般工場でも，研究施設をより充実し

なければいけない。むこうへ帰ったらこうし､う方面を，

とくに力説しようと思っています。

のラワンを輸出している。北ボルネオは，製材用の材料

を輸出している。そういう意床でベニヤとしては，フィ

リピンのほうがすぐれているだろうと思います。ところ

が最近はフィリピンでも，ベニヤ用のいい材木は国内消

費に向けはじめているので，かならずしも一級品は輸出

していないんじゃないか，そういう点で，最近|ヒポルネ

オのラワンがよくなってきたという話も，うなずけるん

じゃないかと思います。

P.モハパトラ氏（インド・オリサ州政府一等森林官）

肌色のつややかな顔，ちょっとコールマンひげなど立て

たハンサムポーイ。

－印象に残ったことIま－‐

最も印象深かったことというと，それは日本の造林計

画です。日本も，非常に賃金が高いんでしょうけれど

も，あれだけの造林計画を実行されるということは，駕

嘆する以外にありません。場所によっては，ものすごい

造林面積を短時日に完成したということが非常に印象的

でした。

B・シン氏（インド・パンジャブ州政府森林保安官）う

わさに聞いていたインドのインテリというもののイメー

ジにピッタリ。とうとうと論じて尽きるところを知らな

い，三度の飯を二度にしても議論をする方がよいという

ようにお見受けした。

－お国の搾業調背について－

インドの桃業技術は非常に進んでいる思いますけれど

も，残念なことには統制がとれていない。たとえば放牧

などでも，いたるところだれでもできるということが，

造林の推進を阻害している。次に問題なのは森林火災で

す。インドの森林火災は人間がつくるもので，あとの始

末がわらないものだから，人為的にわざわざ火をつけて

燃やすようなことが非常に多い。これが森林を造成して

いくうえに非儲に障害になっています。これはやはり政

府が，林をつくっていけば，結局その利益は地元民に還

元されるんだということを，知らしてやるよう努力しな

ければならないと思っています。平坦地のほうは教育程

度が進んでいますが，山のほうでは低いものですから林

業知識の欠如している人が多く，そういう人たちは，将

来のことを考えずに現在のことばかり考えるので，技術

が進歩しません。またそういうところは，いろいろ計画

をたてて，森林をまとめて共同経営ということもやって

いますけれども，それがなかなか実際化されません。
ダ

H.タムリン氏（インドネシヤ・林野庁DJTIROGO製

材所長）本国では製林所長をしておられるそうだが，蒜

い。グレーの背広をなかなかスマートに着こなしている

が，あいにく小雨もようの寒い日なので始終ガタガタと

。、
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樹,18,777haが広葉樹，原野その他が1,356haであ

、る。その蓄穣量は針葉樹5,682,727ma(1ha当り蓄積

量185m3)広葉樹4,840,489m3(1ha当り蓄積量207m3)

で，その1ha当り成長量は針葉棚は6.5m3,広葉樹は

1.4m3で、その成長量は極めて良好といわねばならぬ。

木頭の天然林からの採取林業はすでに溌盛期を今から約

50年前の明治末期に終り、その後は．モミ．ツガ．ケヤ

キなどの有用樹種を伐出した後の利用価値の低いカエ

デ，ナラ，ブナなどの残木の伐出であるがそれも第1次

大戦（1915～1918）以後急速に減少した。植栽造林木の

伐出が始まったのは明治の末期頃であるがその数量はき

わめて紘少であった。大正6年,(1918）を境としてはじ

めて人工造林の伐出比率が天然林の伐出比率と同壁とな

り，その後は人工造林の伐出量が圧倒的に多くなった。

しかし，また，2，3年前から那賀川下流の阿南市に広

葉樹材を主とするパルプ会社の出現により．広葉樹の出

材量は針葉樹の伐出壁に匹敵するに至っている。

I造林的に見た地域の特徴

（1）木頭林業における最初の林業は鉱物的採取林業で

あったが，その後，造林投賓が大幅に進められて，人

工林が約60影も占めている。反面広葉樹の単に天然力

によって成長を待つ低収入の粗放経営の天然林が同時

に38％も存在してし､る。

ノ

（
木 頭林 業

I I

I雄秀福） 田

《
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あらまし

EI本の有名林業地にはそれぞれ特徴をもった林業が発

達している。そのなかでも木頭林業は吉野林業や天竜林

業の500年の古い歴史があるのに比べると’約100年の

曇醗史しかなし､新興林業地であり．生産材も北山林業のよ
うな特種材の生産でもなく一般用材の蛍産林業である。

木頭林業地は剣山を源として流れる那賀川の上流地帯

にあって．沢谷川、古屋川の支流を併わせた木頭村，上

那溌町，木沢村にまたがる地域である。その面積は約

50,00011aに及んでいる。地質は古生界および中生界に

属し，古生界に属するものは三波川変成岩類と秩父古成
咽，中生界に属するものは三宝山厨，安芸川層，鳥の巣

嬉などである。土壌はBD型

6

■

土壊が広く分布し，30～60cm

の深さのところが多く，最も

深い所では3mに及ぶところ

が見られる。この地方は温暖
,

多雨で年平均気温は15｡Cで，

年降水風は2,800～3,600mm

Iにも及び，スギの生育に最も

適してし､る民有林地である。

.この木頭林業地には約2,000

世帯，1万人が居住してお

り，醗業9影林業89影（この

うち12影は農業を兼業）その

他2％とし､うほとんど林業に

よってその生活を支えている

状態である。しかし全林野面

翰の70％が50ha以上の所誰

(2)日本経済の擬本主義的発

展の潮流の中で従来長年にわ

たって眠っていた奥地林が県

および森林開発公団によっ

て，急速にほとんどの谷に林

道が開通し，非経済林が経済

林となり，天然林の伐採跡地

が造林され，林種転換が盛ん

に行なわれるようになった。

(3)木頭林業は那賀川という

細長い1本の撤出路により開

けた林業地で，他産業との関

連において独立性をもってい

る。すなわち幾業工業水産

業などの諸産業との相互の依

＝

可
■

〆司〆旧7z
l心一､

h

蕊

椴の70％が50ha以上の所有者で占められ，しかもそ

の大部分が地域外に居住してし､る。5ha未満の所有者

が80％を占め，その所有面積は全林野面積の9影に過

ぎぬ状態である。耕地は450haに過ぎず，全面積の99

％までが森林で,50,858haを占めている。またその森

林面願の91影までが私有林で公有林は3,500ha(内宮行

造林550ha)国有林は保安材整備事業で約2,767haが

編入されている。これらの森林のうち30,765haが針葉

存性や，反擢性，あるいは優位産業による林業の圧迫

などはなし､。したがって木頭地方は林業以外＃こ繁栄策

はなく，林地は絶対林地的なものといえる。

(4)林地の面積がきわめて広大で農民的利用の範囲外

になお広大な林地が存在し，大資本でなければ開発し

がたい。

(5)林業技術上地力維持増進のため，造林罐山頂まで

行なうべきにあらずして，峰筋は広葉樹を残存せしむ

べきであるという常識的な方式に反して，木頭地方に

－

燕者：徳島県林業指導所長
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1926年）にかけて最大の時は約500haも実行されたが，

昭和初年の不況期には輸入された米材が木頭林業地まで
侵入し，天然の条件に恵まれた木溺氷業地も苦境のどん
底におちいり，造林する者などはほとんどなくなったの’
である。しかし，昭和10年（1937年）にようやく経済界
の蛾騒とともに,造林面祇が増大したが,その後の戦時体
制下に入り，労力不足などのため造林面積の拡大は停滞
状態となり、ほとんど行なわれなくなって終戦となった
のである。戦後も山林地主は山林解放に対する不安のた
め，また零細農民も食職難と賞金難のため造林は進まな
かったが，戦後の混乱時代においては造林補助金の交付

などによる政府資金の散布により，ようやく造林する者
がふえ，昭和30年頃になり，その造林面積は1,000haに
及び現在に至ってし､る。

おいては地味肥沃と雨量の多いことでその造林は標高

1,200mの高所の山頂の峰筋まで行なわれている。

（6）全国的に森林は過伐状態にあるのに反し，木頭地
方では成長量が現在の伐採堂の1．5倍になっている。
Ⅱ造林技術の発展過程

有名林業地における林業技術の根幹をなすものは造林
技術であるため木頭林業地についても造林技術に重点を
おいて記述する。造林の歴史は宝歴年間(1715～1763年）

に住民が藩の許しを得て御林（藩有林）に伐畑耕作（焼
畑開墾）を行ない，後耕作を放棄するものであるが，こ

の際，前の伐畑の鋤Lとして真木（スギ、ヒノキ，モミ

ツガ、ケヤキなど）の苗を植えたという記録がある。ま

た寛政8年（1797年）に藩の林政が改められ，3,000本
植林すれば成林後そのうち30本を御用木として上納すれ
ば残りの木ば植栽者の自由処分が認められたのである。

明治初年耕地面積は1戸当り平均3反で，米麦の反収

も米6斗．麦1石5斗に過ぎず．大部分の農民は田畑耕
作により食糧の自給はできず，焼畑耕作によって，キビ
ヒエ，アワなどを作り、それを主食とした。また交通不

便な山林の自然的条件は腱産物の商品化を阻み，わずか
に軽量な茶，半紙シュロ皮などに過ぎなかったのであ
る。

当時は木頭の山林はほとんど天然林で覆われ，それを

対象とする林業生産は天然林の採取林業の形で行ない，

これらの山元伐採業者は焼畑股民を杣夫，木挽として天

然林の伐採造林を行なわしめた。それは焼畑耕作農民に
とっては焼畑をせんとする林地に生立する巨大な天然林

は耕作の邪魔物であり，これらの伐採は耕作のための予
備作業であるため，無俄またはきわめて安価な労賃で伐
木造林し，木材を安価に入手しえたのである。かくして

天然生のスギ，モミなどは山元で手挽により，6分板，
4分板とし，ケヤキ，モミ，ツガなどは盤，押角に加工
し、地元農民は副業として，これらの加工材を筏により

那賀川を流下し，河口の現在の阿南市および那賀川町ま
で流送した。このような状態であるため，明治の初期に
おいても木頭の森林および林業が，当時の社会経涜上に

当然占められるべき地位が正しく評価されず，近代資本
家の投資の対策となることも少なく，山奥深く眠れる登
源として目立たぬまま，忘れられがちの存在であった。

また明治の中期においても木頭林業は従来の人目につ

かぬ山中で，賓産的備蓄的な意味の下で消極的に経営さ

れてきたに過ぎなかったのである。その後において原始

産業的な林業も木材価格の上昇により漸く時代のI畷光を

浴びるようになった。しかし，造林熱が高まってきたの

は日清戦争後の明治30年（1897年）頃からである。年間
造林面積は明治如年(1907年）頃から大正年間(1912~

＝
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写真1木頭奥地の天然林の林相

Ⅲ造林技術の実態

（1）造林樹種とその品種

造林樹種はほとんどスギといってもよい位で，昭和

35年現在の植栽造林面穣,28,254haのうち，スギは

27,652haで,98影にも及び，ヒノキはわずかに611ha

で，2％，その他は10haに過ぎない。木頭林業地帯

における造林技術は従来あまり改良されていない造林

方法で，「人工を加えざる人工林」と酷評される位，

粗放な林業であって，栽培林業などといわれるものと
は大分異っている。従って，スギの品種についても、

改良されたものはない。しかし雨量の多いこと，気候

温暖で植物の成長の早いこと，地味肥沃なことなどの

天然の好条件に恵まれているため，選抜育種をしない

在来品種でもかなりの好成績を得ている状態である。

最近の林木品種は林木の形質のよいことよりも成長
の速であることが重く見られる傾向があるが，材質が

良好で，成長が速い，という二つの条件を同時に満た

すものがきわめて稀であるため，その造林目的に従っ

▲

■

｡
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本林業地帯のスギの山出苗は昔はほとんど山引苗で

あったが，今は実生の1回床替の2年生を用い，一部

の小面積造林者は3年生または4年生苗を使用してい

る。地域内の年間苗木の需要量は約400万本で種子は

姻或内の優良母樹または母樹林から，県営で採取した

ものを払下げて養苗する者，意たは自家採取して養成

する者とがある。大面積の造林者には自家採種したも

のを苗木生産業者に委託して養成している者がある。

なお木頭林業地帯で昭和35年度のスギ苗木生産本数

（地区ﾀ倭託養苗を含む）は1年生，10,172,400本，

2年生3,788,200本，3年生715,190本,4年生135,950

本，さし木22,200本である。さし木苗は現在試験的段

階にあって一般的に普及していない。

(3)地栫

木頭林業地においては人工林の伐採跡の再造林には

地栫を行なわないで植穴を掘って翌春植栽するのが普

通であるが，天然林をスギの人工林に転換する場合は

一般に火入を行ない，跡地に焼畑耕作するのが従来の
慣行である。

ていずれか一方を蟻牲にしなければならない場合が多

い。木頭地方で最も必要とされるスギの品種も成長の

速であることが第1条件である。

木頭地方で，スギの品種が問題にされ出したのは大

正時代(1912～1926年)で，吉野林業地から林業技術者

を招聡し，吉野スギと称せられる品種のものを播種造

林した。しかしその成績は在来品種に比べて30年生前

後のもので,上長成長において10～15％,肥大成長にお

いても10～20影劣ることが明らかになっているため，

ヨシノスギを極度にきらい，このヨシノスギの造林地

から花粉の飛来するのを極度に恐れ，ヨシノスギの造

林地から3km以上離れていない林地において在来品

種のスギの種子採取は現在敬遠する状態である。木頭

地方は実生苗による造林であるが，昔からいわゆるキ

トウスギと称するものがあるが，しかし九州その他の

さしスギのように品種的に劉然と区別され，固定され

たものでない。しかしキトウスギなどと称せられてい

るものは心材の色は淡赤で,美しく,良質で，樹皮もや

や赤味を帯び枝が少

〆
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(イ）焼畑作業

戦前までの焼畑は地

元民の食種自給が主目

的であり，それは森林

所有者にとっては最小

限度の費用で造林を行

なうことができる方法

でもあった。しかし，

現在では食糧自給手段

としての焼畑の意味は

次第に薄れ，天然林を

人工林に林種転換する

に当って地栫えに要す

る経費を節減するため

なく幼壮令時の成長

が速し､ことなどが特

徴とし､えるようであ

るが，品種の問題は

今後の研究にまたな

ければならなし､。ス

ギ林業の先進地の九

州地方では品種改良

が停滞気味にあるの

に反し，本地方の品

種改良に関する熱意

.はきわめて旺勢であ

り，今後において，

優良品種の育成が飛

鍵
雛

3
通
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優良品種の育成が飛写真2峰筋に広葉樹林を残すことなく山頂まで造林されたスギ林る経菱を節減するため
J･ダーローー4－？一口

躍的にな…である?ことが期待される。と，遣林後の下刈経費を鮒減するために地籍えを兼ね〈2）育苗て焼畑を行なう傾向となってきた。従って，スギ林の
木頭地方では苗圃に適するような腱耕地がきわめて伐採跡地に再造林するための地栫として焼畑をするこ
少なく，従来造林用苗木の地区内自給はほとんど困難とはまずなくなったといえるっまた焼畑耕作の条件も
であるため，平担地の徳島市周辺の苗木業者から貿っ推移して、耕作者による苗木や植栽に要する労働を緋
ていたのであるが．最近は優良品種の選択の重要性が 作の年貢の代償として供与するという例は少なくな

漸次認識されて，自家用種子を優良母樹から自ら採取り，木頭在村の大地主も焼畑耕作のために賃金を支給
して，これを徳島市周辺の苗木業者に依託饗苗していしている現状である。木頭地方のスギの造林の発達し
る例が多く見られるようになった。しかし木頭地方のたのは，要は以上のような経済的理由によるものであ
水田の収穫の生産性は徳島市付近の平均収穫堂の半分る。現在のように林地が林業として経済的に成立し，
以下であり，労力も平担地艇業の3割も多く要するこ下流からの物資の輸送が容易になった時代になっては
とを考えれば食溌自給のための艇地の一部をさいてで林木主収穫の前に焼畑は次第にその経済性が薄れ，焼
も苗木養成すべきではなかろうか。畑は下刈手入の労力の節約と土壌の理学的性質の改良
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などがその主目的となっている。また一面火入は地力

減退のおそれのあることも次第に認識され,火入およ

び焼畑は減少しつつある。従って木材価格の上昇率が

昭和27年に比べて現在一般物価の約2倍も値上りし

て，特に小径材が大径材以上に値上りしてきている現

在では農作物の耕作より，密植して，間伐材の矛蛎を

図る方がはるかに有利となっている。焼畑農業は前述

したように，零細艇の食趣自給を本来の目的としたも

の，または特殊林産物，たとえばシイタケを目的とし

たものであるが，零細艇の余剰労力の利用という考え

方が多い。従って現在のように山林の労力が不足する
場合において低労働賃金にしかならない副業的なもの

はより有利な伐木造材，造林労働の犠牲とならざるを

えない運命にある。

（ロ）焼畑の方法

蝿Ⅲを行なう場合，まず天然林の雑木を伐採するの

であるが，伐採は盛夏の7．8月頃行なうものと，秋

季の'0，’'月頃行なうものと二様がある。夏に行なう

ものは伐採後木寄（キヨセ）を行ない，約2週間後に

伐倒木の乾燥するものをまって，林地の周囲に幅2～

3mの防火線を作り，焼払い降雨をまってソバなどを

播種する。秋季に行なうものは，翌春4，5月頃の乾
燥期をまって火入を行ない，ヒエ，陸稲などをまく。

いずれの場合でも火入に当っては細心の注意をし，無

風の日没前に山の高所から火を放つのであるが，防火

は普通'0～'5人を山の高所および両側の隣接林地に配

置し，山の高所の’人は看視と指梛をし，他は防火線

に沿って，火勢の進む方向にその表土を掘返えして進

むのである。焼残りのものは適当に寄せ集めて，完全

に焼却する。この作業を「山焼」といい，焼畑作業を

「コナシ」焼畑地を「コナ」といっている。また火入

の終了後は傾斜面に沿って，水平に広葉樹などの長さ

3～8mの足場丸太程度以上の太さの桟木を，表土流

出防止の目的と造林作業を容易にするために地表に接

しておくのである。これを「根木(ネギ)」というので

あるが,これは全国にまれな表土流出防止方法である。

しかし，最近粗悪な広葉樹もパルプ材としての利用の

道が開けたため，次第に「ネギ」による表土流出防止

法は少なくなりつつある。焼畑における作物はヒエ，

アワ，ソバ,大豆などの雑殻およびサツマイモ，ゴマ，

陸稲などであるが．2～3年間収穫を繰り返すのであ

る。また地力が減退しても差支なし､と思われる特別の

場所にミツマタ・カジ，茶，桑などを植栽するのであ

る。火入の翌春から梅雨頃までにスギ，ヒノキ苗を植

え付けるのであるが，それはきわめて疎植(1ha当

り800～1,500本）をする。その造林木の幼樹がよう

やく欝閉するに及ぶまでの約10年間位は被圧されない

から継続して収穫する。焼畑作業をすると盤作物を収

穫するほか造林木の病虫害その他雑草，蔓類の繁茂が

少なく焼畑をしない造林地と比較して植栽木の成長は

きわめて良好である。もちろん、これは自家労力によ

って，できることと無肥料で略奪的艇業ができること

によって零細農民が食糧自給の手段として行なってい

るのである。焼畑緋作者が多くは土地を所有しない零

細農民であるため．地主の承認の下に他人の山を開墾

していたのである｡しかし,地代を支払う代俄として，

スギ苗木を仕立てて蝿臓＃作を終るまでスギの一切の

手入を小作人において行なうのが原則であったが，現

在では苗木および地栫費の大部分および禰悩強は地主

の負担に変わってきた。この契約は文審で行なわず口

頭でするのが普通であるが，この条件は林地の状況に

応じて異なり，付近に部落がなく距離が遠く，面職が

広大な雑木林などにスギの造林をする場合は焼畑作業

を専業としている者が行なうのである。この林地にシ

イタケの原木があるか，または「キガ」と称するスギ

の根株から採取する樹脂などの有無によって契約条件

が異なるのである。要するに木頭林業地が明治時代は

いうまでもなく､現在でもその輸送方法から考えて，

不採算林分と思われるようなところにりっぱなスギの

造林地のあることは，この焼畑耕作をすることによっ

て，最底の資本投下によって造林できたことに原因す

る。木頭林業地における造林饗は地栫に焼畑を行なう

場合とそれができない場合とでは．はなはだしく異な

るのである。造林するに当り，山主がすべてこれらの

負担をするとスギの人工植林の伐採跡地の地栫は，1

ha当り15～20人を要し雑木の天然林の場合は30～50

人を要するので，これを現在の人夫賃1日1.000円と

見ると前者と後者では1ha当りの地維残に約2万円

の差違が生ずるのである。

(4)植栽本数と保育

木頭林業地では明治初年鋤ま焼畑朧農獲物の生産が
主であったため,当時畑地にスギを植栽することは,艇

耕の邪魔であったことと，スギ諭の供給は耕作人負担

（後には苗木代は山主の負担となった）であり，スギ

苗も山引苗であるため大撞の採取もそれほど容易でな

かった。また交通不便であったため間伐木が利用され

ず，従って大径木と小径木との単価の開きが大きく，

ha当りの林分成長量よりも単木の成長堂，特に肥大

成長量が望まれたため,ha当り800本程度の疎植が

行なわれた。このように木頭林業は吉野林業と反対に

宮崎県競肥林業のような疎植粗放な林業が戦前まで続

いたのである。その植栽本数もその後．漸次増加し，

〆
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一

現在では2,000～3,000本程度になりつつある。撫育は

ごく最近まであまり行なわず「人工を加えざる人工造

林」とさえ評せられたのであるが，最近では保育も漸

次集約的に行なわれるようになったが，下刈作業は焼

畑作業を行なう場合には年に一回で，成林まで3～4

回，功程はha当り6～10人で最初の1回は条刈でそ

の後は全刈が多い。焼畑を行なわぬ場合は植栽した翌

年から毎年1回ずつ3回条刈をし，その後は隔年に1

回全刈をするが，これは2回行なうので成林までに計

5回下刈を行なうことになる。下刈り作業は焼畑の場

合は焼畑の小作人が行なうが，近時大面積造林者は請

負作業で行なっている。功程はha当り30人程度であ

る。蔓切は一般に行なわれているが，枝打はスギの場

合はほとんど行なわない。わずかにヒノキについて行

なっている。除伐は従来ほとんど行なわなかったが，

幼令林の売却に当り小径木の混合するのは不利である

ため，林内清掃のため除伐を行なう者が見られるよう

になった。

本地方は疎植であるため戦前まで枝打も間伐もほと

んど行なわなし､。枝打をしない場合は間伐しない方が

材質がよくなるので，枝打を間伐に代えたとでもいえ

るのではなかろうか。伐採はすべて皆伐で，撫育間伐

は行なわれず，植栽後17年生前後になって始めて相当

の収入を目的とした択伐的間伐が行なわれている。し

かし最近小径木の需要の増加および索道，林道網の拡

充とともに間伐に対する関心が高まり，搬出容易な交

通便利な林地には密植し，間伐を行なわんとする傾向

が強く現われてきた。そして主伐期のha当りの立木

本数700～800本が普通である。

Ⅳ伐木と造材

スギはほとんど皆伐を行ない，大面積所有者か，生育

不良の林分は40年以上まで成立せしめている林分がある

月から11月頃までであったが，最近は年中いつでも市況

に応じて伐採している。伐倒木は直ちに剥皮し2～3カ

月繊圖して，十分乾燥するのをまって玉切する。筏によ

って水運していた時代は乾燥に長期を要したが、陸送に

変わっては短期になった。造材は2間伐がほとんどで．

従来は両切口に直径の20影程度の頭巾（トキン）をつけ

ていたが，陸送に変わってからは頭巾はつげず従来の13

尺8寸から13尺2寸となった。従来は土修羅，木馬，糖

流により小出し，さらに筏流により下流に運搬していた

が,昭和25～26年頃から小出しは索道にかわり､昭和28年

発電ダムの建設により筏流はトラック輸送に変わった。

結び

従来気候温暖多雨，地味肥沃などの自然的好条件の下

に粗放林業を続けてきたといわれる木頭の林業技術も数

十年，数代にわたる地元民の創意工夫と経済の上に積み

重ねられたもので,幾多の篤林家の汗の結晶とし沙ねば
ならない。しかし，これらの篤林家の努力もさらに近代

科学的な視野に立って，技術の高度化を再検討する必要

に迫られているのではないだろうか。スギの品種ばキト

ウスギと称せられるものがあるにしても種毎雑多なもの

があり，優良品種に固定する必要がある。また苗木生産

技術にしても．地域外の苗木生産業者に委託している現

状では満足すべきではない。西川林業地のように枝打お

よび間伐励行し，凋価を高めるには，まだまだ技術が十

分とはいえない。また造林地においてもその不成績地が

散見されるが，適地適木品種の判定の研究の必要が認め

られる。また焼畑および伐採の繰り返しによる地力減退

に対しての対策と，あわせて林地肥培も同時に考慮しな

ければならないのではなかろうか。また雑木薪炭林を積

極的にスギなどの有用樹種に林種転換する必要がある。

近時特に問題になるのは青壮年の都市への転出による林

業労働の中心人物の著しい不足である。これにば伐木．

集材,造林などの機械の積極的導入によってすみやかに

解決することが望まれる。大規模林業家は機械の導入は

容易であるが，小規模林業家における機械化は十分とは

いえなし､。これは森林組合などによる共同購入の方途を

考えるべきでなかろうか。従来「人工を加えざる人工

林」といわれるくらい粗放経営を続けて来た木頭林業

も，国家と県当局の剣山周辺その他の従来不採算林分と

して経済の対象とならなかった林分も開発され．木頭林

業は今後ますますその重要性を発揮し，天然林の伐採跡

はスギの植栽造林が活溌に行なわれるであろう。さらに

近く完成する高知県へ通ずる2級国道臆さらに木頭林業

の集約経営を促し，その技術的進歩は著しいものとなる

ことと思う。かくして天恵の好条件を具えた木頭林業地

は次第にその真価を発揮するものと思う侭

0
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が，平均35年が標準となっている。また一般に交通不便

な奥地は下流より伐期が高い。伐採時期ま以前は夏季7
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ため，国有林野事業職員研修規程に定める研修体系に

したがい，技能研修を開設することとした。

また，増大する各種事務量を迅速的確に処理し，現

場における瞭督指導を強化するため作業員の賃金計算

ほか4系列業務の記帳式会計磯の導入による機滅化に

ついて，全国を数ブロックに分け，現地適応試験を実

施することとした。

4．機構の整伽充実

各種事業の重点施行に関連して，次のような機構の

整備充実を図ることとした。

側最近における労働事情の推移にかんがみ，労務

管理の充実を図るため，林野庁に職員部（仮称）を

おく。

㈲北海道に営林署を新設

ヤウ常勤職員等3,846名の定員繰入れ

5．福利厚生砺業の充実

6．収入の見職りに37年度木材価格の推計を加味する

Ⅱ治山事業の充実

治山治水緊急措置法による前期事業5カ年計画の昭和

37年度計画を実施するとともに，過年度災害の早期復旧

を図ることとした。

Ⅲ林政協力事業の充実

林政協力のための一般会計繰入れ額は，昭和36年度の

23億円に対して30億円を予定した。これは農林漁業金融

公庫および森林開発公団に対する出資財源をそれぞれ13

億円づつとしたことによるものである。

I I
昭和37年度国有林野事業予算の

重要事項
6

昭和37年度における国有林野事業特別会計，国有林野

事業勘定の予算は，歳入歳出とも82,568,709千円であ

って，前年度当初予算63,883,066千円に比し，29％の

増加となっている。

この予算は，植栽本数の増加，林地肥培，植付下刈

方法3改良,人工林面積の増面等育林技術の改善を前提
として策定された「国有林における木材増産計画」と，

昭和36年8月15日付閣譲了解事項である「木材価絡安

定緊急対策」とをもととした収穫量および事業量により

編成されている。これを収渡鼠についてみると，収穣趣

24,206sf･m3(国有林22,260;千nl31官行造林1,946千m3)

で，前年当初予算20.490sFma(,国有林191,64grm3,

宮行造林1,326=f･m3)に対して3,716=fma(国有林3,096

Tm3，官行造林620千m3)の増加となっている。

以上の計画をもととして，この予算編成におし､て重点

とされた事項は，大要次のとおりである。

I木材増産計画及び木材価格安定緊急対策の#雌

1．造林事業の強化

造林事業の強化推進を図るため，植栽本数の増加，

林地肥培，植付下刈方法の改良等を内容とする育林技

術の改善を行なうこととした。また，新植に伴う地栫

事業の実施を確保するため同一･人に対し、立木禿払と

地栫事業とを同時に契約し，しかも完成期限が翌年度

にわたるものにつし､ては，新たに財政法第15条に雛づ

く国庫債務負担行為の事項をかかげることとした。

2．林道事業の拡充

生産量の増加に伴し､，奥地開発林道等の開設速度を

はやめるとともに，今後の輸送機械の大型化および輸

送堂の増大に伴う輸送力を確保するため，幹線林道施

設の増強および各種林道の改良事業の促進を図ること

とした。また，木材Wli縮安定緊急対策に基づき，関連

林道70kmの新規開設を実施すること,とした。

3．．機械化の促進

生産趣の増大に対応して，各種事業の機械化率の向

上を図るとともに，これが要員養成を重点的に行なう

２

合

昭和37年度日ソ貿易交渉始まる

昭和37年庇の日ソ両国間の貿易に関する事項を，政府

間でとりきめるための「第5回日ソ貿易交渉」は1月8

日より開かれている。

今度の交渉の日本側首席代表は関外務省経済局長で．

団員には,西宮信安氏(外務省経済局東西通商課長)，本

田早苗氏（通産省通商局予算課長)，林祐一氏(同省市場

第三課長)，枝広幹造氏（農林省農林経済局経済課長)，

楠正二氏(林野庁林産課長)，等が任命されている。特に

本年度の交渉には楠林産課長がメンバーの中に加えられ

ていることが注目される。一方．ソ連側は，首席代表に

ヴニ・ベ・スパンダリヤン氏（外国貿易省東南ア近東貿

易局長）がなり，そのほかヴェ・デ・アレクセンコ確

日ソ連通商代表）や専門家にはア・イ・ヤクーポフ（在

日ソ連通商代表代理）などを加えて全員'1名の陣容であ

る。

筆1回会議は1月8日午後2時30分から外務省で行な
われ，両国首席代表から挨拶があって約1時間で閉会し
た。

今

口
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最近の話題

輸入金額のうち，全体の3分の1を占める木材につい

ての交渉に入るのは大部遅れるのではないかと観測され

よう。

1961年のソ連材の輸入壁は130万nl3余に達している

が，1962年の輸入についてはすでに各商社においてソ連

側と契約がまとまっている。これによると,1962年には，

数量は一般材120万～135万m3，パルプ材45万In39鯉蛎

5万In3|合計170万～185万nl3で，価格は前隼比，一舟跡オ

はFOB4.50～5．00ドル,CIF6.50～7ドル，パルプ

材はFOB2.40～3.75ドル,CIF2.90～4.20ドルとそ

れぞれ値上げと伝えられている。

この菊畑絡によると，前年より平均約30影の値上げと

なると推定されるが，これは，ソ遮材がすでに日本の木

材需給上にも重要なウエイトを占めるようになっている

現在，木材illi梢安定の観点からも重視されている。こん

どの交渉ではこのほかに前年にも取り上げられた検収員

の現地駐庄等についても交渉が行われるものとみられる

日本側関代表から，昨年1～11月間の通関実績による

と，輸出約5,000万ドル，輸入約1"3,000万ドルで差

し引き約8,000万ドル日本側の輸入増過となっているこ

とを指摘し，ソ連側の対日買付けが，特に現金買付品目

に関し不振であったことをとり上げ，今後の日ソ貿易の

円滑な発展のためにも好ましくないことを表明した。こ

れに対してスパンダリヤンソ連首席代表からのあいさつ

の中でこの問題にも触れ，日本商品が，価格その他の支

払条件で国際競争力が乏しいことなどによって日本品の

買付けが少なかったと説明した棋様である。

その後も毎日のように会合をもっているが、両国代表

があげた，日本の入却金額に大きなくい違いがあるので

これらを中心として交渉が重ねられているようである。

今後は，これまでの実積の検討ののち，1962年度の輸

出入品目表の作成を行ない，なお62年で長期協定が終る

のでその後の長期協定についても意見の交換が行なわれ

るものとみられる。
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新刊技術的に見た有名林業日本林業技術協会編
A5版約152頁写真図葉多数

一第一集一
定価260円送料。実礎

林業技術連戦の「有名林業」シリーズの山武，西川，万沢，天竜，能登，尾鷲，北山，

吉野，智頭，日田，小国，八女，妖肥の林業など11蹄厳特集した林業家必読の絶好本

近刊密植造林国策パﾙプK.K.取締役木材部長小滝武夫著
A5版約75頁図・写真多数

予定価格120円送料実費

先般発行して好評だった「造紘技術の再検討」の姉妹篇として再び世に問う問題編，
ご期待を乞う〃

I

■

Ｕ

り

げ

§

上

林 業先人・伝日本林業技術協会編
A5版約470頁図・写真多数

予定価格650円送料実費

わが国林業の礎をきずかれた松野剛，中村弥六，志賀泰山，村田重治，松波秀実，和

田国次郎，林駒之助，本多静六，河合姉太郎，川瀬善太郎，佐藤賑五郎，白沢保美，新

島善直先生方の業績を，故人熟知の方々 の入念な考証によって，技術面に，行政面に，
政治面にわたって，その波澗万丈の生涯を画いた好読物。

昔を思う林業関係者はもとより，若い世代の人々 にぜひご一読願いたい日林協40周年
記念出版物

近刊
4

今

II

を地下に入れるといってまた掘り返えす。一年中やって

いるようなものである。晴れれば晴れたで，降れば降っ

たで不快極わまりないのは，皆様先刻ご承知のことと思

う。

都市計画への定見がない，総合的計画性に欠けるとは

為政渚にいわれる言葉，そしてそれを受ける民衆はこれ

また，先のことも何にもお機いなし，土地さえあればオ

ッタテルb現在さえよければそれでよし､とし､うように。

こういうのを最近の言葉でいうとゴキゲン主義という

んだそうである。イカス，シビレル，という状態がゴキ

ゲン主義の思想に当るものだそうな。

なにをもってイカスとし，どんなときにシピレルのか．

私もよくわからないが。〃礫にもゴキゲン主義が流行っ

たりしたらたいへんだ。イカス樹種だのシピレル薬だの，

考えただけでも変になる。（八木沢）

ー

会務報告

◇第10回纒集委員会

1月12日午後2時から本会和室で開催。

出席者石崎，辻，湯本，松原の各委員と本会から松原

橘谷．八木沢，武田。

◇第6回常務理事会

1月16日正午から本会和室会議室で開催。

出席者杉下,,大久保，遠藤の各常務理事と本会から松

川理事長，松原専務理事，成松常務理事。

きのう・きょう。あした

艇林省庁舎の前庭を掘り返えして芝生を入れようとし

てv､ることが先日の毎日新聞の官庁ゴシッフョ欄とし､った

ところに取り上げられていた。予算が余ったからとか’

デモの集合所に利用されるのを防ぐためとかいろいろ憶

測がとんでいるということである。そんなことはどっち

でもよいが，ぷ厚いコンクリートを砕いて掘り起こして

いる光影を見るのはあんまり楽しし､ものではない，とい

うのはわれわれは始終こんなことでいやな目に合わされ

ているので，生理的な郷悪感とでもいうものをもよおす
のかも知れない。

全く東京の道路といったら，補修工事で掘り返えし，
水道工事，ガス工事と，別々 に行なし‘，電話のケーブル

△
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★高速度
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★堅牢な構造
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索道機械器具索道設計施エ

東京林業索道株式会社ドイツスチール社製

輸入元伊藤万株式会社東京都中央区越前堀2丁目4番地(都電越前堀電停際）
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ドイツ製スチールチエンソー
ヮィャローーフ厚・デーーゼノレエンジン・索道用架線器.具

－

フランス製チルホール

スチールチエンソー・チルホール・島林式刈払機

山林用機械専門店

太陽興産株式会社
大阪市西区阿波座上通一丁目十七番土也TEL大阪(54)8101～3

福岡支店福岡市上鰯町11趣福岡③2289．6669松山出張所松山市河原町8瀝松山3964．
広島支j雪広踊市西引御謹80電広臓旬954･3178宮崎出張所宮崎市江平町3ノ87
章京支店束京都中央区越前堀1"(55r)7664～5熊本出張所熊本市春竹町春竹1ノ354竃④5830

E

U

集械縫の動力に
世界で一番軽い
経済的なエンジン

◎取扱い易い◎水の心配がない
◎二人で楽に運べる

VIC-16型6～8馬力

135型9～10馬力
131-B型12．5～14馬力
VIC-26型14～16馬力
160－A型27～30馬力

◎林謁幾賊用納入実積

蔑難Ⅱ,000台以上

、錘

‘6

ア

135型CL/SG

ビクターオート株式会社
本社東京都千代田区丸の内2－18(内外ビル)TEL(281)7545･

工場神奈川県川崎市久地555TEL(701)4891･

I
/tエリ

W

I::"|
，。F-一ろ式浬・'･ロー~？‐、二毒毛・…_~.~___~‐＝寺室礎石唖‘一≦‘象＝・一．二一

一



一

I

■ロ

Q

蕊 トレシングペーパー

トレスター(マイラー）
トレシングクロース

高級ケント紙

原図紙

製図用紙。特殊紙製図用紙。特殊紙侭湖
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AKケント発売元きもと商会特約店

マイラー発売元丸正産業KK特約店

Ｐ

皇－．て室園-'‘蕊驚嘩謹慰墓冒

ント発売元きもと商会特約店

ラー発売元丸正産業KK特約店
一晩屯一詮華浄一．．“‘寒塞幸弓認毒蓉＝＝堯

三 意商会
東京都千代田区神田須田町1の4
TEL(291)2736

凸凸

垣

蕊
フ

3
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一

AKケン
一
‐
窪
灘
碑
浅
艇
偲
朧

マイ

1－＝＝ 肉ー庫一一
一=丈一宇卓●■墨向一一一幸

三 意商肴
東京都千代田区神田須田町1
TEL(291)2736

一=一エ軸
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◎マイラー第二原図作成．．…･……･……･…，．．…･……原寸第二原図及引伸，縮少自由
、ケント印画紙複製……･･･……･……････……･…･…･航空写真及地図複製…墨・鉛筆書自由，耐久力大

､篭瀦驚(実用新案特許5加275号…改良型)完全保存の為両面最高級ｱﾙﾏｲﾄ加工済
、電動式消ゴム……･……｡．…･………"．．…………･･原図トレース共に最適,迅速簡単,消跡綺麗，堅牢
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航空写真・モザイク作
業・ブラニ,･ケルシュ
乾板・地図写真・地籍
図複製・マイラー第二
原図・-ケント紙黒焼.・
スクライブ焼付・各種

作業

AKケン卜紙

AK印画紙
AKトレース
AKトリローイド

マイラ－

AKスクライブベごス
AKストリップコート

一

●
■
毎

ー

』
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志薮議溌き
公

灘畷 函
甑且

’ 工場東京写真部工場・埼玉化工部第1工場・第2工場
今

地
球
出
版
社

国有林産物販売の手引

国有林産物の販売に関｜中央林業相談所編
A5P220¥550

する業務のすべてを仔

細に解説し，関係法規

通達された販売の数量

実績・販売価格などの

参考資料を収録してい

る。本書を通じて国有

林材の販売業務が円滑・

に合理的に行なわれる

ことを目的とした。
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の
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都
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区
赤
坂
一
シ
木
三
一
番
地

振
替
東
京
一
九
五
二
九
八
番

一般経営学の安定した点を求めて

その全貌を措定し，その中に林業

経営学の特徴を見い出した書。

林業経営学通論
吉田正男箸

A5P272¥500

日常目に触れることのない遠い土

地に生育している樹から生産され

る木材の材質・・名称などについて。

南洋材
須藤
B6

の知識

彰司著
P200¥300

Qq一m

御
案
内

新
製
品

化
工
部
作
業

写
真
部
作
業
。
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○ 山林、治山、土木建設に

遊星歯車式ｸﾗｯﾁ採用PB型〃
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ア
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PB型10馬力付

金 崎工業株式会社｜

奎京"鑛芸鶏鼻職農濡慨勘髭！’
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罷

用 途

1．さし木、床替の発根活着促進に、

活着率90％以上を確保します。

2．山行苗の輸送時の萎凋防止に、

補植の労力黄用を節限します。

3．夏期乾燥時の旱害防止に

灌水の手数を少〈します。

製造元

窓
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販売店所在地

札幌北見旭川帯広

函館_E川仙台能代

青森秋田畷災福島

合津若松東京前橋

名古屋津尾鷲松本

高山駒ケ根上松大

阪津山七尾姫路

金沢武生富山広島

松山福岡日田長崎

宮崎都城鹿児島熊

本人吉
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自
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》
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.」|‐熊本市十禅寺町‘の‘
L"ゞ職.蕊嘩副鳥銭鍵塾職購罐鑑識鯉S"鑿霊僅塵:歌｣株式会社南.星工作所
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牛方式ポケットコンパス

ラコン擬拶頚峰久,ゞア
ブラントンコンパス

最も軽快なトランシット・

5分読水平分度

防水磁石盤

正像10×

アルティレベル
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ア

ハンドレベル式測高器

X・
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a下‘
心
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で

6,500

東京都大田区調布千鳥町40

牛方商会工場
TEL(751)0242
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天塩川木材工業株式会社卿
本社：北海道中川郡美深町TEL123

」機械部：東京都千代田区内幸町2の3幸ビルTEL(591)0709･0783
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東京都江東区深川永代2の9
奈良県橿原市内臓町
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東京営業所
奈良営業所

電話
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(大和橿原局）
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どんな樹#Rでも切味よく作業がはか

簡単，しかも維排{Yがどのチエン‘ノ
く済みますので非常に経済的です。

最も古い雁史を持つホームライトチ

現在国有林・災ｲI林を遮じ最高の盤
本機の催秀性を幟II冒しています。
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眼京郁~f代田区神田田代町20勉惟ピル

大飯IIi協職区中福息南1－56

札幌市北四条礎7丁目
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総代理店日本クリントンエンジン株式会社

発売元日鋼実業株式会社
本社大阪市北区伊勢町13近(34)8515～7

（34)4089

札幌支店札幌市南一条西6の10遮（2局)｣1487
（4局）4726

束京営業所東京都孑施田区神田豊島町1砥(866)2196
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号

西ドイツ・レーマー牡製

ボー ﾀブﾙレーマー皮剥ぎ機
在庫豊富

地区総代理店

北海道地区、早坂工業所

東北地区eﾒL源製鋸所

関東甲信越⑳東京倣田工業

中部地区ワシノ機械商事部

近農地区中正機械金属e

中国地区新東洋⑬

九州地区、九淵製鋸所

札帆布北一条蛎十--丁目
TEL(5)4366

仙古市東三描丁五八

TEL(2)8282

束京都台東区浅難芝崎剛106
TEL(871)1125

名古屋市中村区囎内町4－1
TEL(55)5141

大阪市南区谷町六丁目36
TEL(762)0135

広鳥市擶臘屋町11
TEL(2)9301

幅間県久倒米市澗』剛軽町46
TEL3979

R

RE～15型

モーター式(0.8HP)

ウエスターン･トレーディング株式会社、
総
輸
入
元

本社東京都港区麻布箪笥町58番地TEL(481)2111～8
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画 林 業 合理イヒを決定界 上をの す るる

マツ界Ⅸ ウイ孟茅
（
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
一
四
七
号
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十
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円

I

｜・マツカラー99型チェンソー
‘エンジンを使用しますので
I ﾜ

あらゆる木寄集材とエ場作

業に驚異的な力を発揮し、
q軸ﾛ

2名で容易に移動出来る程
の軽量です。

｜,－
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〃マツカラー99型チェンソー

エンジンを使用しますので
I ﾜ

あらゆる木寄集材とエ場作

業に驚異的な力を発揮し、
q軸ﾛ

2名で容易に移動出来る程
の軽量です。
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ー

カタログ進呈
マッカラー針

域蕊奈而
日本総代理店

雪商苛苛△ 宮 商 小樽市稲穂町束7のli電(2)5il1.1
束京都中央区日本橋1の6北海ビル電(281)2136I
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